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葦
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求
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田
　
周
　
子

は
じ
め
に

　

火
野
葦
平
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
（
昭
和
十
九
年
三
月
八
日
か
ら
七
月
三

日
）
に
志
願
し
、
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
従
軍
し
た
。
そ
し
て
そ
の
体
験
を

も
と
に
、
数
多
く
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
を
残
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

火
野
が
従
軍
す
る
の
は
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
作
戦
は
日
本

が
不
利
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
き
か
ら
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
自
ら
も
参
加

し
た
平
和
会
議
「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
の
準
備
委
員
会
で
の
講
演
で
、
火
野

は
「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
無
暴
き
わ
ま
る
作
戦
で
あ
っ

て
、
日
本
の
兵
隊
た
ち
の
苦
悩
も
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。」（

（
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
作
戦
で
は
、
南
方
軍
寺
内
寿
一
元
帥
、
ビ
ル
マ
方
面

軍
河
辺
正
三
中
将
の
下
に
牟
田
口
廉
也
率
い
る
第
15
軍
が
お
か
れ
、
第
15
軍

の
下
に
「
烈
」（
第
31
師
団
）「
祭
」（
第
15
師
団
）「
弓
」（
第
33
師
団
）
の
三

兵
団
が
編
成
さ
れ
た
。（

（
（

「
烈
」
は
北
方
コ
ヒ
マ
方
面
、「
祭
」
は
中
央
方
面
、

「
弓
」
は
南
方
面
か
ら
ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
越
え
て
イ
ン
パ
ー
ル
を
目
指
す
も
の

で
あ
っ
た
。

　

昭
和
十
九
年
三
月
八
日
に
始
ま
っ
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
、
当
初
は
、
四

月
二
十
九
日
の
天
長
節
ま
で
に
終
了
す
る
予
定
で
始
め
た（

（
（

が
、
雨
期
に
な
っ

て
も
イ
ン
パ
ー
ル
を
攻
略
で
き
ず
長
引
い
た
た
め
に
、
三
師
団
だ
け
で
三
六

二
四
五
人（

（
（

と
い
う
多
く
の
餓
死
者
、
負
傷
者
、
行
方
不
明
者
を
出
し
、
歴
史

的
敗
北
を
喫
し
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
、
補
給
線
を
軽
視
し
た
杜
撰
で
無

謀
な
作
戦
で
あ
り
、
火
野
の
述
べ
る
よ
う
に
、
死
の
作
戦
と
も
呼
ば
れ
る
悲

惨
な
結
果
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
も
と
づ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、「
異
民

族
」
を
と
り
あ
げ
、
火
野
が
記
し
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
『
従
軍
手
帖
』
と
対

比
さ
せ
な
が
ら
、
作
品
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。「
異
民

族
」
に
は
、
火
野
の
自
筆
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」（

（
（

が
残
っ
て
い
る
。
ま
だ
未
公

開
の
も
の
で
あ
る
が
、
表
紙
に
「
昭
和
23
年
9
月
起
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
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書
か
れ
た
正
確
な
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
品
初
出
発
表
の
直
前
だ
と
み

ら
れ
る
。（
画
像
①
）
本
稿
で
は
全
文
の
公
開
は
し
な
い
が
、
一
部
考
察
に
使

用
す
る
。「
異
民
族
」
に
は
、
先
行
研
究
に
解
璞
「『
小
鳥
の
交
響
楽
』
と
異

民
族
の
言
葉
―
火
野
葦
平
『
異
民
族
』
試
論
」（

（
（

が
あ
る
。「『
小
鳥
の
交
響

楽
』
に
注
目
し
、
鳥
の
鳴
き
声
と
異
民
族
の
言
葉
と
の
関
係
を
分
析
」
し
た

も
の
で
あ
り
、
火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、「
異
民
族
」

を
論
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
本
稿
の
論
旨
と
は
重
な
ら
な
い
。
さ
て
、
当
然

な
が
ら
、「
異
民
族
」
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
作
品
そ
の
も
の
だ
け
を

分
析
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
原
住
民
特
殊
工
作

を
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
実
際
の
戦
争
を
背
景
に
描
い
て
い
る
本
作
品
に
は
、

実
在
す
る
人
物
も
偽
名
で
登
場
す
る
た
め
、
事
実
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か

を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
な
お
本
論
で
は
昭
和
二
十
五

年
三
月
一
日
発
行
の
『
青
春
と
泥
濘
』（
六
興
出
版
）
収
録
の
「
異
民
族
」
を
、

火
野
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
『
従
軍
手
帖
』
は
、
火
野
の
手
帖
を
全
文
翻
刻
し

た
『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』（

（
（

を
テ
ク
ス
ト
と
す
る
。

一　

田
谷
上
等
兵
ら
の
小
鳥
判
定

　
「
異
民
族
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日
『
思
索
』（
第
二
十
六
号
）
に

発
表
さ
れ
た
。
全
八
十
枚
の
中
編
小
説
で
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
に
は
『
青

春
と
泥
濘
』（
六
興
出
版
）
に
収
録
さ
れ
た
。
火
野
は
、『
青
春
と
泥
濘
』
の

「
後
書
」
で
「『
異
民
族
』
は
『
思
索
』
九
月
号
に
発
表
し
た
も
の
だ
が
、
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
を
、
原
住
民
の
チ
ン
族
工
作
と
い
う
裏
面
か
ら
見
た
も
の
」（

（
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
『
青
春
と
泥
濘
』（
六
興
出
版
）
に
は
表
題
作
「
青
春

と
泥
濘
」
と
「
異
民
族
」
と
い
う
二
作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
青
春
と
泥

濘
」
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
表
面
、「
異
民
族
」
は
裏
面
を
描
き
、
曽
田
中

将
、
瀬
川
軍
司
令
官
な
ど
の
登
場
人
物
は
両
作
で
共
通
す
る
。
ち
な
み
に
、

曽
田
中
将
は
、「
弓
」（
第
33
師
団
）
の
最
初
の
師
団
長
、
柳
田
元
三
中
将
を
、

瀬
川
軍
司
令
官
は
牟
田
口
廉
也
中
将
を
指
す
。

　
「
異
民
族
」
は
、
原
住
民
の
特
殊
工
作
の
任
務
を
任
さ
れ
た
加
美
川
中
尉
を

中
心
に
話
が
展
開
す
る
。
こ
の
加
美
川
中
尉
は
、
火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
に

登
場
す
る
稲
田
中
尉
と
正
田
中
尉
な
ど
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
上
で
創
造
し
た

人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
の
最
初
の
方
で
加
美
川
中
尉
の
人
と
な
り
が

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
加
美
川
は
二
十
六
歳
で
あ
る
が
「
精
神
堅
確
、

沈
着
剛
毅
、
任
務
ニ
忠
実
ニ
シ
テ
全
軍
ノ
作
戦
ヲ
有
利
ナ
ラ
シ
ム
ル
勲
功
ノ

数
々
」
を
賞
せ
ら
れ
、「
軍
司
令
官
や
、
師
団
長
の
感
状
を
四
枚
も
貰
つ
て
ゐ

た
」。
だ
が
、「
ど
こ
か
加
美
川
中
尉
の
顔
を
老
人
じ
み
て
見
せ
」、「
こ
れ
ま

で
隊
長
が
全
部
口
を
あ
け
て
笑
つ
た
こ
と
を
、
部
下
の
た
れ
も
見
た
者
は
な

い
」
の
で
あ
っ
た
。
加
美
川
は
、
自
分
は
末
子
で
、「
い
つ
で
も
戦
場
で
命
が

す
て
ら
れ
る
」
と
常
日
頃
よ
り
言
い
、
死
を
覚
悟
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
部

下
の
或
る
者
は
、
こ
の
ま
だ
若
い
将
校
が
、
快
活
さ
も
闊
達
さ
も
な
く
、
ろ

く
に
笑
ひ
も
し
な
い
性
格
に
、
な
に
か
の
陰
影
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
と
の
記
述

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
十
代
に
も
関
わ
ら
ず
特
殊
工
作
を
任
さ
れ
た
加
美

川
は
、
そ
の
重
責
を
担
い
、
死
を
意
識
し
、
暗
い
影
を
漂
わ
せ
て
い
た
。「
異

民
族
」
は
、
テ
イ
デ
イ
ム
と
い
う
「
前
線
か
ら
で
も
、
後
方
か
ら
で
も
、
恰
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好
の
中
間
駅
場
」
付
近
を
舞
台
に
し
た
特
殊
工
作
を
描
い
て
い
る
。「
前
線
に

は
、
も
は
や
、
食
料
も
、
弾
薬
も
、
衛
生
材
料
も
、
そ
し
て
、
兵
員
も
な
か

つ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
送
ら
う
に
も
、
テ
イ
デ
イ
ム
に
も
な
く
、

後
方
か
ら
も
来
な
い
」
し
、「
最
前
線
は
ほ
と
ん
ど
孤
立
し
て
ゐ
る
と
い
つ
て

よ
か
つ
た
。
玉
砕
し
、
全
滅
す
る
部
隊
の
報
告
は
、
前
線
か
ら
か
へ
つ
て
来

る
負
傷
者
の
群
に
よ
つ
て
、
連
日
の
ご
と
く
も
た
ら
さ
れ
る
」
状
態
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
す
で
に
五
月
は
雨
季
に
は
い
り
、
山
も
木
も
岩
も
家
も
押
し
な
が

す
豪
雨
は
、
ほ
と
ん
ど
の
橋
梁
と
道
路
と
を
流
失
さ
せ
た
」。
連
合
国
軍
に
攻

撃
さ
れ
、
雨
季
と
い
う
悪
条
件
も
重
な
り
、
食
料
も
武
器
も
な
い
末
期
状
態

の
日
本
軍
の
様
が
描
か
れ
る
。
実
際
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
も
雨
は
激
し
か

っ
た
ら
し
く
、
五
月
十
日
ご
ろ
の
様
子
と
し
て
牟
田
口
の
次
の
よ
う
な
焦
燥

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

牟
田
口
中
将
は
転
進
途
中
今
後
の
作
戦
指
導
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
心

を
痛
め
て
い
た
。
当
時
既
に
雨
季
の
兆
は
濃
く
、
時
々
強
い
驟
雨
が
あ

っ
た
。
車
窓
か
ら
見
る
マ
ニ
プ
ー
ル
河
畔
の
風
物
に
は
雨
季
増
水
期
に

お
け
る
す
さ
ま
じ
い
痕
跡
が
随
所
に
認
め
ら
れ
、
雨
季
入
り
後
の
補
給

の
困
難
さ
が
痛
感
さ
れ
た
。（

（
（

こ
の
よ
う
な
中
で
、
加
美
川
も
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
膠
着
打
開
に
悩
み
、
自

分
の
死
を
意
識
し
陰
鬱
さ
を
感
じ
て
い
た
の
だ
。
加
美
川
の
部
隊
は
、「
十
七

人
の
一
隊
の
う
ち
、
十
人
は
チ
ン
人
の
兵
隊
、
一
人
ゴ
ル
カ
兵
が
ま
じ
つ
て

ゐ
る
」。
ま
た
、
工
作
員
の
小
隊
長
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
、「
吊
り
あ
が
っ
た

狐
の
や
う
な
眼
だ
け
が
際
だ
つ
て
白
く
鋭
く
光
つ
て
ゐ
る
」
と
描
写
さ
れ
、

「
ゴ
ル
カ
兵
モ
ン
バ
ハ
ド
ル
の
狡
猾
さ
う
な
細
い
眼
が
、
な
に
か
う
す
笑
ひ
に

似
た
も
の
を
た
た
へ
て
ゐ
る
の
と
が
目
立
つ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
つ
き
立

つ
た
言
語
の
障
壁
の
か
な
た
に
、
重
大
な
、
ま
か
り
ち
が
へ
ば
命
に
か
か
は

る
も
の
を
読
み
と
ら
う
と
す
る
彼
等
の
眼
光
は
、
つ
ね
に
真
剣
だ
つ
た
」。
工

作
員
の
原
住
民
た
ち
も
、
自
分
が
有
利
に
動
け
る
よ
う
い
つ
も
緊
張
し
な
が

ら
日
本
兵
を
観
察
し
て
い
た
の
だ
。
な
お
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
『
従
軍
手

帖
』
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
が
次
章
で
説
明
す
る
。

　

さ
て
「
異
民
族
」
に
は
冒
頭
に
、
加
美
川
の
部
下
、
田
谷
上
等
兵
が
現
地

に
い
る
鳥
の
鳴
き
声
と
鳴
き
声
に
合
致
す
る
鳥
の
名
を
チ
ン
兵
に
教
え
て
貰

い
、
形
と
色
と
寸
法
と
の
下
に
鳴
き
声
の
区
別
を
記
し
た
小
鳥
表
を
手
帖
に

書
き
留
め
て
い
る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
田
谷
は
「
小
鳥
博
士
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。

ま
る
で
、
交
響
曲
だ
。「
ケ
ッ
キ
ョ
、
ホ
ー
チ
ヤ
ホ
」「
プ
ッ
、
プ
ッ
、

プ
ッ
」「
チ
ャ
カ
ホ
コ
ヂ
ヤ
ー
」「
リ
、
リ
、
リ
、
リ
」「
ゴ
ツ
コ
ー
」「
ペ

ヨ
、
ホ
ー
チ
ヤ
カ
ホ
」「
チ
、
チ
、
チ
、
チ
」「
ポ
ツ
ポ
ー
ホ
オ
イ
」「
チ

ユ
ク
、
チ
ユ
ク
、
チ
ユ
ク
」「
ツ
ツ
チ
イ
ロ
」「
テ
ン
ク
ワ
ク
ワ
ク
ワ
」

「
チ
イ
ヨ
、
チ
イ
ヨ
」「
コ
ワ
オ
、
コ
ワ
オ
」
―
お
よ
そ
三
十
種
類
ほ

ど
。�

（「
異
民
族
」
339
頁
）
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五
月
十
七
日
の
イ
ン
タ
ン
ギ
で
の
火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
に
は
こ
の
描
写
と

酷
似
し
た
小
鳥
の
鳴
き
声
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
鳥
の
声
。「
チ
ヤ
カ
ホ
コ
ヂ
ヤ
ー
」「
ブ
ツ
、
ブ
ツ
ポ
ー
ソ
ー
」「
ケ
ツ

キ
ヨ
、
ホ
ー
チ
ヤ
ホ
」「
ゴ
ツ
コ
ー
」「
ペ
ヨ
、
ホ
ー
チ
ヤ
カ
ホ
」「
チ
、

チ
、
チ
、
チ
、
チ
、」「
ポ
ツ
ポ
ー
ポ
オ
イ
」「
チ
ユ
ク
チ
ユ
ク
チ
ユ
ク
」

「
リ
、
リ
、
リ
、
リ
、」「
ツ
ツ
チ
イ
ロ
、
ツ
ツ
チ
イ
ロ
」「
テ
ン
ク
ワ
ク

ワ
ク
ワ
」「
チ
イ
ヨ
、
チ
イ
ヨ
」「
コ
ワ
オ
、
コ
ワ
オ
」
そ
の
他
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
114
頁
）

　

イ
ン
タ
ン
ギ
に
は
、
小
鳥
が
沢
山
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
従
軍
手
帖
』
の
彼

方
此
方
に
は
、
多
く
の
小
鳥
に
出
会
っ
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
従
軍
手
帖
』
の
四
月
三
十
日
に
は
「
○
さ
ま
ざ
ま
な
小
鳥
の
啼
き
声
の
交
響

楽
」
と
も
書
か
れ
て
い
て
、
作
品
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

田
谷
上
等
兵
を
「
小
鳥
学
の
権
威
に
し
た
の
は
、
こ
の
戦
線
に
き
て
、
凄

惨
と
し
か
い
ひ
や
う
の
な
い
前
線
の
犠
牲
と
、
動
き
の
と
れ
ぬ
交
綏
状
態
に

も
と
づ
く
後
方
の
や
む
な
き
単
調
の
日
々
、
焦
燥
と
退
屈
ま
ぎ
れ
、
そ
し
て

単
な
る
気
ま
ぐ
れ
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
。
田
谷
は
退
屈
ま
ぎ
れ
に
小
鳥
に

没
頭
し
、
そ
の
う
ち
矢
野
軍
曹
と
小
鳥
の
鳴
き
声
か
ら
名
前
を
当
て
る
と
い

う
賭
け
を
し
始
め
た
。
火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
の
五
月
十
六
日
に
も
「
寝
て

暮
ら
す
。
い
や
な
退
屈
さ
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
争
中
で
も
、

身
動
き
が
と
れ
な
い
時
な
ど
同
じ
場
所
に
停
頓
す
る
こ
と
に
な
り
、
退
屈
な

日
々
を
過
ご
さ
せ
ら
れ
る
。
田
谷
が
小
鳥
判
定
を
の
ん
び
り
で
き
る
ほ
ど
爆

撃
が
来
な
け
れ
ば
戦
時
で
も
退
屈
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
パ
ー
ル
へ

の
山
道
は
険
し
い
森
林
地
帯
で
「
原
色
の
あ
ざ
や
か
さ
を
持
つ
た
美
し
い
小

鳥
」
が
何
羽
も
飛
び
交
う
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
っ
た
。

二　

田
谷
上
等
兵
の
死
去
と
オ
ン
ギ
ン
の
殺
戮

　

あ
る
日
、
加
美
川
中
尉
の
隊
は
、
ラ
ン
ザ
ン
部
落
に
ス
パ
イ
検
索
行
に
向

か
う
。
こ
の
ス
パ
イ
検
索
行
は
、「
十
中
八
九
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
」
が
お

こ
る
、
緊
迫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
ザ
ン
部
落
に
向
か
う
途
中
で
、
激

し
い
爆
撃
が
あ
り
、
田
谷
は
「
鉄
兜
の
う
へ
か
ら
、
ま
つ
す
ぐ
に
頭
蓋
骨
を

撃
ち
抜
か
れ
て
、
一
言
も
発
せ
ず
に
」
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
あ
ん
な
に
の
ん

び
り
小
鳥
判
定
の
賭
け
を
し
て
い
た
の
に
、
あ
っ
け
な
か
っ
た
。
加
美
川
部

隊
は
、
何
事
も
な
く
ラ
ン
ザ
ン
部
落
に
到
着
し
、
オ
ン
ギ
ン
を
呼
ば
せ
た
。

「
ケ
ン
チ
ジ
カ
ツ
カ
、
ゴ
キ
ゲ
ン
ウ
ル
ハ
シ
ク
テ
、
ケ
ツ
コ
ウ
ニ
ロ
ン
ジ

タ
テ
マ
ツ
リ
マ
ス
」

　

オ
ン
ギ
ン
は
媚
び
を
ふ
く
ん
で
、
日
本
語
で
流
暢
に
い
つ
た
。
県
知

事
閣
下
―
そ
の
県
と
い
ふ
の
は
、
テ
イ
デ
イ
ム
県
で
あ
る
。
軍
政
が

布
か
れ
て
ゐ
る
た
め
、
特
種
工
作
隊
長
た
る
加
美
川
中
尉
が
知
事
と
な

つ
て
ゐ
た
。
み
づ
か
ら
任
命
し
た
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

�

（「
異
民
族
」
347
頁
）
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オ
ン
ギ
ン
は
、
み
づ
か
ら
任
命
し
県
知
事
で
あ
る
加
美
川
に
丁
寧
に
日
本
語

で
挨
拶
し
た
。
続
い
て
次
の
よ
う
な
会
話
を
す
る
。

「
今
日
は
、
率
直
に
話
を
し
た
い
。
も
は
や
、
事
態
は
、
あ
や
ふ
や
な
こ

と
を
許
さ
ぬ
ま
で
に
、
切
迫
し
て
ゐ
る
」

加
美
川
中
尉
は
、
地
に
立
て
た
軍
刀
の
柄
に
、
両
手
を
か
さ
ね
、
す
る

ど
く
冷
た
い
眼
で
、
オ
ン
ギ
ン
を
睨
み
す
ゑ
た
。�

（「
異
民
族
348
頁
）

加
美
川
は
部
下
を
失
っ
た
怒
り
の
た
め
に
、
オ
ン
ギ
ン
を
疑
っ
て
い
た
。

「
な
に
ご
と
で
せ
う
か
」

　

ま
だ
三
十
に
満
た
ぬ
オ
ン
ギ
ン
の
秀
抜
な
顔
は
、
あ
き
ら
か
な
狼
狽

と
不
安
と
に
曇
つ
た
。（
中
略
）
相
対
し
た
二
人
の
尋
常
で
な
い
様
子

は
、
部
落
全
体
の
も
の
に
も
、
或
る
予
感
を
あ
た
へ
て
、
と
り
ま
い
て

ゐ
る
多
く
の
顔
の
い
く
つ
か
は
、
す
で
に
不
安
で
凝
結
し
て
ゐ
た
。
自

由
も
意
志
も
な
い
民
族
の
顔
に
も
、
感
覚
と
感
情
と
は
露
骨
だ
つ
た
。

「
君
は
隊
長
の
命
じ
た
仕
事
を
、
も
つ
と
も
、
不
忠
実
に
果
し
た
」

「
忠
実
に
果
し
ま
し
た
」

飛
び
あ
が
ら
ん
ば
か
り
に
び
つ
く
り
し
て
、
オ
ン
ギ
ン
は
、
忠
実
に
、

と
い
ふ
言
葉
を
声
高
く
く
り
か
へ
し
た
。�

（「
異
民
族
」
348
～
349
頁
）

ト
ン
ザ
ン
で
の
工
作
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
オ
ン
ギ
ン
は
、
突
然
予
期
も
し
な

い
ス
パ
イ
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
狼
狽
し
必
死
で
弁
明
を
は
じ
め
る
。

「
ち
が
ひ
ま
す
。
嘘
で
す
。
私
は
間
違
ひ
な
く
、
五
日
間
、
ト
ン
ザ
ン
に

居
り
ま
し
た
。
酋
長
に
会
は
せ
て
下
さ
い
。
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
」

　

オ
ン
ギ
ン
は
必
死
に
、
そ
の
態
度
は
乱
れ
た
。
哀
願
す
る
顔
の
な
か

に
、
恐
怖
が
寸
分
の
隙
も
な
く
ひ
ろ
が
つ
て
、
ま
つ
た
く
落
ち
つ
き
を

失
つ
た
。

「
君
の
ゐ
た
と
こ
ろ
を
、
隊
長
は
知
つ
て
ゐ
る
」

オ
ン
ギ
ン
の
眼
が
白
く
ひ
き
つ
つ
た
。

「
英
軍
の
将
校
、
ケ
リ
ー
大
佐
の
と
こ
ろ
だ
」

「
ち
が
ひ
ま
す
、
ち
が
ひ
ま
す
、
そ
ん
な
…
…
」�

（「
異
民
族
」
350
頁
）

実
際
、
英
軍
ケ
リ
ー
大
佐
が
原
住
民
の
特
殊
工
作
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
、

火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
の
五
月
二
十
三
日
「
テ
イ
デ
イ
ム
」
に
は
ケ
リ
ー
大

佐
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

○
江
藤
曹
長
の
話
。（
前
略
）
マ
ニ
プ
ー
ル
河
の
対
岸
は
敵
の
つ
か
つ
て

ゐ
る
チ
ン
が
出
没
し
て
ゐ
る
。
英
軍
ケ
リ
ー
中
佐
と
い
ふ
の
が
、
工
作

を
や
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
寝
が
へ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
一
二
あ
つ

て
、
油
断
は
で
き
な
い
。
こ
の
下
に
チ
ン
部
落
が
あ
る
が
、
敵
機
に
や

ら
れ
た
。（
中
略
）

　

英
将
校
の
ケ
リ
ー
（
来
た
と
き
は
大
尉
だ
つ
た
が
も
う
中
佐
に
な
つ
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て
ゐ
る
）
と
い
ふ
の
は
敵
な
が
ら
あ
つ
ぱ
れ
な
奴
で
、
チ
ン
に
五
年
ゐ

て
、
チ
ン
語
を
し
や
べ
り
、
さ
か
ん
に
チ
ン
工
作
を
や
つ
て
ゐ
る
。
な

か
な
か
つ
か
ま
ら
な
い
。
こ
の
附
近
の
部
落
に
ま
で
や
つ
て
来
て
、
演

説
を
し
た
り
し
て
ゐ
る
。

�
（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
136
～
142
頁
）

オ
ン
ギ
ン
は
実
在
の
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
『
従
軍
手
帖
』
五
月
二
十
九
日
に

は
「
オ
ン
ギ
ン
（
宣
伝
部
長
）」
と
書
か
れ
、「
若
い
男
。
彼
は
即
興
詩
人
ら

し
く
、
今
朝
も
詩
を
一
つ
作
つ
た
と
い
ふ
。」
さ
ら
に
、
同
日
に
は
、

オ
ン
ギ
ン
が
立
ち
あ
が
つ
た
。
チ
ン
の
習
慣
で
は
客
を
迎
へ
た
と
き
に

は
歌
を
う
た
つ
て
歓
待
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
歌
を
う
た
ふ

が
、
そ
の
か
は
り
、
日
本
の
客
人
も
日
本
の
歌
を
き
か
せ
て
貰
ひ
た
い

と
い
ふ
。

　

先
日
か
ら
た
の
ん
で
あ
つ
た
歌
稿
を
タ
イ
プ
で
打
つ
て
く
れ
て
ゐ
た

の
で
、
そ
れ
を
見
る
。
オ
ン
ギ
ン
歌
ひ
だ
す
と
、
郡
長
、
酋
長
、
は
じ

め
、
チ
ン
人
た
ち
、
手
を
打
つ
て
合
唱
す
る
。
歌
は
き
は
め
て
単
純
で
、

節
も
単
調
。
軍
歌
も
、
首
狩
り
歌
も
、
恋
歌
も
、
み
ん
な
同
じ
調
子
ら

し
い
。
稲
田
中
尉
、
軍
歌
を
歌
ふ
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
160
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
オ
ン
ギ
ン
は
快
活
で
明
る
く
人
気
者
ら
し
い
が
問
い

詰
め
ら
れ
る
描
写
は
手
帖
に
は
な
い
の
で
、
先
に
あ
げ
た
ケ
リ
ー
大
佐
が
原

住
民
を
工
作
に
使
っ
て
い
た
事
実
を
背
景
と
し
て
お
そ
ら
く
名
前
だ
け
を
同

名
に
し
て
、
日
本
軍
を
裏
切
る
人
物
と
し
て
作
品
の
中
に
登
場
さ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
。
作
品
は
次
の
如
く
進
行
す
る
。

「
軍
紀
こ
そ
が
最
大
の
秩
序
だ
。
裏
切
り
は
、
同
志
の
死
を
意
味
す
る
。

隊
長
と
し
て
は
、
規
律
を
守
る
以
外
に
方
法
が
な
い
」

「
県
知
事
閣
下
、
私
を
信
じ
て
下
さ
い
」

　

天
を
仰
ぐ
オ
ン
ギ
ン
の
動
作
は
、
ひ
ど
く
芝
居
が
か
つ
て
ゐ
た
け
れ

ど
も
、
い
さ
さ
か
の
作
為
も
な
い
自
然
の
も
の
た
る
こ
と
は
、
た
れ
の

眼
に
も
明
瞭
だ
つ
た
。�

（「
異
民
族
」
350
～
351
頁
）

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
オ
ン
ギ
ン
の
動
作
は
大
げ
さ
で
は
あ
る
が
、
全
く

作
為
な
く
自
然
に
誤
解
を
と
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

　

オ
ン
ギ
ン
は
地
に
額
を
つ
け
、
加
美
川
中
尉
の
長
靴
に
か
じ
り
つ
い

て
、
弁
解
を
し
た
。（
中
略
）
助
け
を
求
め
る
や
う
に
、
部
落
民
の
顔
を

見
ま
は
し
た
が
、
観
衆
の
顔
は
に
は
か
に
表
情
を
う
し
な
つ
て
、
卑
屈

な
無
関
心
が
あ
る
ば
か
り
だ
つ
た
。
白
々
し
い
壁
の
や
う
だ
つ
た
。
文

字
ど
ほ
り
、
オ
ン
ギ
ン
は
慟
哭
し
て
、
芋
虫
の
や
う
に
、
地
を
こ
ろ
げ

ま
は
り
、
哀
願
し
た
。
命
乞
ひ
を
し
た
。�

（「
異
民
族
」
351
～
352
頁
）
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こ
ん
な
に
も
哀
願
し
て
い
る
の
に
、
加
美
川
は
、
非
情
に
も
オ
ン
ギ
ン
の
言

葉
を
聞
き
入
れ
ず
、
チ
ン
族
達
も
「
壁
の
よ
う
」
に
無
関
心
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
加
美
川
は
到
頭
、

引
き
ぬ
い
た
軍
刀
を
、
力
ま
か
せ
に
オ
ン
ギ
ン
の
首
筋
に
た
た
き
つ
け

た
。
不
意
に
頭
の
消
え
た
肩
の
う
へ
か
ら
簓
の
や
う
に
赤
い
も
の
が
散

つ
て
、
胴
体
は
ま
へ
の
め
り
に
た
ふ
れ
た
。
二
間
ほ
ど
先
に
飛
ん
だ
首

は
、
筋
肉
が
痙
攣
す
る
た
び
に
、
右
に
左
に
し
ば
ら
く
う
ご
い
た
。

�

（「
異
民
族
」
354
～
355
頁
）

こ
う
し
て
オ
ン
ギ
ン
は
惨
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
オ
ン
ギ
ン
の
斬
首
の
様
子

は
、
火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
に
は
記
述
が
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

実
際
は
即
興
詩
人
で
歌
を
創
る
宣
伝
部
長
を
任
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
だ
け
だ
。

五
月
二
十
六
日
の
『
従
軍
手
帖
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

○
夜
明
と
と
も
に
屯
営
を
出
る
。
ま
だ
、
当
番
も
ね
て
ゐ
て
、
朝
食
の

支
度
は
で
き
て
ゐ
な
い
。
西
機
関
に
行
く
と
、
隊
長
室
の
前
で
、
稲
田

中
尉
が
大
き
な
声
を
だ
し
て
ゐ
る
。
チ
ン
兵
に
訓
辞
で
も
し
て
ゐ
る
の

で
あ
ら
う
。
や
が
て
、
そ
の
一
隊
が
去
る
と
、
次
の
一
隊
。
六
人
の
武

装
し
た
チ
ン
兵
と
、
手
ぶ
ら
の
男
二
人
。
通
訳
。
稲
田
中
尉
が
中
川
一

等
兵
を
よ
び
、
手
ぶ
ら
を
し
ば
ら
せ
る
。
敵
の
ス
パ
イ
を
チ
ン
兵
が
つ

れ
て
来
た
ら
し
い
。
二
人
が
ぐ
る
ぐ
る
に
し
ば
ら
れ
る
間
、
チ
ン
兵
た

ち
は
な
に
か
ぽ
そ
ん
と
し
た
妙
な
表
情
で
見
て
ゐ
る
。
見
て
居
れ
な
い

や
う
に
横
を
む
い
て
ゐ
る
者
も
あ
る
。
し
ば
ら
れ
な
が
ら
、
チ
ン
人
が

な
に
か
ぼ
そ
ぼ
そ
い
ふ
の
に
、
ま
た
、
は
ば
か
る
や
う
な
声
で
チ
ン
通

訳
が
答
へ
て
ゐ
る
。
ス
パ
イ
を
す
で
に
十
数
人
処
断
し
た
と
い
ふ
こ
と

だ
か
ら
、
二
人
も
斬
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
146
頁
）

こ
れ
は
、
火
野
が
捕
ら
え
ら
れ
た
チ
ン
兵
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
、
裏
切
り
の
嫌
疑
を
味
方
の
原
住
民
に
か
け

た
り
、
ケ
リ
ー
大
佐
が
工
作
に
使
っ
た
原
住
民
を
見
つ
け
る
と
日
本
軍
は
処

罰
し
斬
り
殺
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
実
話
を
使
い
な
が
ら
、
加
美
川

が
オ
ン
ギ
ン
を
惨
殺
す
る
場
面
を
作
品
で
創
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

作
品
で
は
加
美
川
の
内
面
の
描
写
や
、
原
住
民
た
ち
の
様
子
が
活
写
さ
れ
る
。

「
広
汎
な
地
域
で
、
言
語
、
風
俗
、
習
慣
を
異
に
す
る
チ
ン
族
の
掌
握
は
容
易

で
な
く
、
県
知
事
閣
下
も
骨
が
折
れ
る
わ
け
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
加
美
川
は

次
の
よ
う
に
考
え
た
。

物
量
の
な
い
日
本
軍
が
、
土
民
を
屈
服
さ
せ
る
に
は
、
力
し
か
な
い
。

そ
の
結
論
に
し
た
が
つ
て
、
加
美
川
は
つ
ね
に
堅
確
に
行
動
し
て
来
た
。

オ
ン
ギ
ン
が
ス
パ
イ
で
あ
る
か
な
い
か
は
問
題
で
は
な
い
。
ス
パ
イ
と

し
て
処
断
し
、
日
本
軍
を
裏
切
る
者
が
い
か
な
る
目
に
あ
ふ
か
と
い
ふ

こ
と
を
、
彼
等
に
印
象
づ
け
れ
ば
足
る
。
そ
れ
こ
そ
が
彼
の
正
義
で
あ
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た
。�

（「
異
民
族
」
354
頁
）

す
な
わ
ち
、
オ
ン
ギ
ン
が
ス
パ
イ
で
あ
る
確
信
な
ど
加
美
川
に
は
毛
頭
な
い

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
原
住
民
を
、
日
本
軍
に
無
条
件

に
従
わ
せ
る
た
め
に
、
見
せ
し
め
が
必
要
で
、
オ
ン
ギ
ン
は
そ
の
た
め
に
犠

牲
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。「
加
美
川
は
オ
ン
ギ
ン
が
ス
パ
イ
で
あ
る
と
い
ふ

証
拠
を
に
ぎ
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。（
中
略
）
怪
し
い
と
い
へ
ば
チ
ン
人

は
す
べ
て
怪
し
い
。
疑
へ
ば
誰
も
か
れ
も
、
ス
パ
イ
に
思
へ
る
」
と
も
あ
り
、

疑
心
暗
鬼
に
駆
ら
れ
て
い
く
チ
ン
工
作
の
中
心
人
物
加
美
川
の
心
理
、
そ
し

て
、
彼
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
原
住
民
が
描
か
れ
る
。「
異
民
族
」
に
は
、
語
り

手
に
よ
る
問
い
も
描
か
れ
る
。

　

オ
ン
ギ
ン
は
ラ
ン
ザ
ン
部
落
生
え
抜
き
の
青
年
な
の
で
、
観
衆
の
な

か
に
は
、
肉
親
が
ゐ
る
筈
だ
つ
た
。
ま
た
、
親
戚
も
友
人
も
、
ひ
よ
つ

と
し
た
ら
妻
も
恋
人
も
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
壁
の
や
う
に

群
衆
の
表
情
は
行
儀
正
し
く
て
、
オ
ン
ギ
ン
の
た
め
に
出
て
く
る
者
は

一
人
も
な
か
つ
た
。
オ
ン
ギ
ン
が
い
ま
死
刑
に
処
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て

ゐ
る
こ
と
は
、
も
う
皆
に
わ
か
つ
た
。
し
か
も
、
日
本
軍
独
特
の
斬
首

の
刑
に
処
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
見
す
ご
さ
う
と
し
て
ゐ

る
の
は
、
冷
酷
か
、
残
忍
か
。
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
。
雰
囲
気
の
自
然
な
醸

成
が
、
感
情
も
愛
情
も
鈍
磨
さ
せ
て
、
た
だ
損
得
計
算
ば
か
り
を
さ
せ

る
の
か
。
瞬
間
へ
の
不
信
か
。
時
間
の
運
命
へ
漠
然
と
た
よ
つ
て
ゐ
る

の
か
。（
傍
線ː

論
者
以
下
同
）�

（「
異
民
族
」
352
～
353
頁
）

こ
の
語
り
手
の
問
い
は
、
戦
争
と
い
う
異
常
な
場
所
で
、
ま
た
、
自
ら
の
生

死
も
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、
オ
ン
ギ
ン
を
救
お
う
と
し
な
い
チ
ン
族
達
の
エ
ゴ

イ
ズ
ム
を
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
言
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
感
情
が
鈍
磨
し
て
人
間

性
を
失
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
究
極
の
問
い
を
突
き
付
け
る
。

処
刑
者
た
る
加
美
川
中
尉
に
は
、
な
ん
の
昏
迷
も
な
か
つ
た
。
偉
大
な

目
的
と
、
そ
の
感
動
の
み
が
彼
の
全
霊
を
占
め
て
ゐ
て
、
彼
は
む
し
ろ

昂
然
と
な
る
。（
中
略
）
人
間
を
斬
る
快
感
や
、
英
雄
的
興
奮
な
ど
、
彼

に
は
な
い
。
こ
の
行
動
自
体
に
彼
の
欲
望
も
満
足
も
な
く
、
深
遠
で
壮

大
な
最
後
の
も
の
が
、
彼
を
と
ら
へ
て
ゐ
る
。�

（「
異
民
族
」
353
頁
）

　

加
美
川
は
決
し
て
オ
ン
ギ
ン
を
斬
る
こ
と
に
快
感
を
感
じ
た
の
で
も
、
英

雄
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
も
な
い
。「
深
遠
で
壮
大
な
最
後
の
も
の
」
す
な
わ

ち
、
日
本
軍
の
勝
利
の
た
め
に
、
故
国
日
本
の
た
め
に
、
軍
人
と
し
て
の
任

務
を
全
う
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
い
う
行
き
詰

っ
た
中
で
も
軍
人
と
し
て
の
責
務
を
遂
行
す
る
加
美
川
の
姿
が
描
か
れ
る
。

三　

兵
士
ら
の
裏
切
り
と
ナ
ガ
族
部
落

　

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
い
よ
い
よ
逼
迫
し
、「
異
民
族
」
の
半
ば
に
は
、
加
美

川
中
尉
の
次
の
言
葉
が
描
か
れ
る
。
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（
前
略
）
最
終
的
手
段
で
、
敵
陣
地
や
戦
車
を
爆
破
す
る
と
い
ふ
ん
で
、

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
百
キ
ロ
送
つ
た
ん
だ
。
そ
れ
が
、
前
線
に
届
く
こ
と

は
届
い
た
ん
だ
が
、
…
…
例
に
よ
つ
て
半
月
も
か
か
つ
て
ね
、
…
…
役

に
立
た
な
い
ん
だ
、
少
な
す
ぎ
て
。
二
十
キ
ロ
も
な
か
つ
た
と
い
ふ
ん

だ
よ
。
途
中
で
、
兵
隊
が
食
つ
て
し
ま
つ
た
ん
だ
。
あ
り
や
、
す
て
き

に
甘
い
か
ら
な
」�

（「
異
民
族
」
358
～
359
頁
）

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
、
砂
糖
の
な
く
な
つ
た
と
き
、
兵
隊
が
食
べ
る
の
は
、

い
ま
に
は
じ
ま
つ
た
こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
羊
羹
の
や
う
に
甘
い
の
で

あ
る
。（
中
略
）
食
べ
す
ぎ
る
と
下
痢
し
た
り
す
る
が
、
害
に
は
な
ら
な

い
。
前
線
で
は
糖
分
の
欠
乏
と
と
も
に
、
塩
分
も
な
く
な
り
、
兵
隊
た

ち
は
汗
を
な
め
て
ゐ
る
と
の
こ
と
だ
つ
た
。�

（「
異
民
族
」
359
頁
）

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
食
べ
て
い
た
こ
と
は
本
当
だ
っ
た
よ
う
で
、
火
野
の
『
従

軍
手
帖
』
五
月
三
十
一
日
に
も
、

前
線
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
百
キ
ロ
お
く
る
と
50
キ
ロ
し
か
な
い
と
い
ふ

報
告
が
来
る
。
兵
隊
が
食
ふ
の
で
あ
る
。
甘
味
が
あ
つ
て
、
羊
羹
よ
り

柔
い
し
、
切
り
餅
く
ら
ゐ
の
大
き
さ
で
手
ご
ろ
な
の
で
食
べ
る
の
だ
が
、

食
ひ
す
ぎ
る
と
下
痢
す
る
程
度
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
163
頁
）

と
あ
る
。
と
に
か
く
食
料
が
な
く
、
餓
死
寸
前
の
前
線
の
兵
士
の
様
子
や
、

武
器
調
達
の
困
難
な
様
子
が
実
際
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
同
様
に
作
品
中
で

も
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
食
糧
事
情
を
少
し
で
も
打
開
し
よ
う
と
、
加
美

川
部
隊
は
ナ
ガ
族
の
部
落
に
危
険
を
承
知
で
遠
征
し
よ
う
と
計
画
し
た
。
そ

こ
に
は
ど
う
も
英
軍
工
作
隊
の
手
が
入
っ
て
い
る
と
も
さ
れ
る
。
ナ
ガ
族
に

つ
い
て
は
、「
槍
使
ひ
は
名
人
」
と
あ
り
作
品
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「（
前
略
）
ナ
ガ
族
と
い
ふ
の
が
、
物
騒
な
ん
で
す
よ
。
精
悍
と
い
ふ
か
、

暴
勇
と
い
ふ
か
、
一
種
の
野
蛮
人
で
す
な
。
チ
ン
族
と
大
し
て
風
俗
習

慣
が
変
つ
て
ゐ
る
や
う
に
は
思
は
れ
ん
の
で
す
が
、
争
闘
を
好
む
と
こ

ろ
は
、
論
外
で
す
。
お
ま
け
に
大
家
族
主
義
で
、
部
落
外
の
者
と
は
婚

姻
せ
ず
に
、
他
部
落
と
は
、
は
げ
し
く
対
立
し
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
部

落
ご
と
に
言
葉
も
ち
が
つ
て
ゐ
る
模
様
で
、
と
き
ど
き
喧
嘩
を
す
る
。

（
中
略
）
部
落
全
体
が
襲
撃
を
掛
け
て
、
そ
の
部
落
中
の
者
を
み
な
殺
し

に
し
て
し
ま
ふ
。
焼
き
は
ら
つ
て
し
ま
ふ
。
お
ま
け
に
、
人
肉
を
食
ふ

習
慣
が
あ
つ
て
、
育
ち
さ
う
も
な
い
赤
ん
坊
は
殺
し
て
親
た
ち
が
食
つ

て
し
ま
ふ
」�

（「
異
民
族
」
359
～
360
頁
）

ナ
ガ
族
に
つ
い
て
も
『
従
軍
手
帖
』
五
月
十
八
日
イ
ン
タ
ン
ギ
で
の
記
載
に

同
盟
通
信
社
の
野
口
記
者
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

同
盟
《
通
信
》
の
野
口
君
、
ま
た
来
る
。
ナ
ガ
族
の
話
。
風
俗
習
慣
は
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大
体
似
て
ゐ
る
が
、
部
落
ご
と
に
言
葉
が
全
く
ち
が
ふ
。
こ
れ
は
チ
ン

と
よ
く
似
て
ゐ
る
。
大
家
族
主
義
で
、
部
落
外
の
者
と
は
絶
対
に
婚
姻

せ
ず
、
部
落
同
志
で
さ
か
ん
に
闘
争
し
て
来
た
。
そ
の
原
因
が
、
頭
の

髪
を
丸
坊
主
に
し
た
と
か
、
結
び
方
が
左
に
寄
り
す
ぎ
た
と
か
い
ふ
や

う
な
つ
ま
ら
な
い
理
由
で
、
殺
到
す
る
と
、
一
人
の
こ
ら
ず
殺
戮
を
し

て
し
ま
ふ
。
人
間
を
食
ふ
習
慣
が
あ
つ
て
、
育
ち
さ
う
も
な
い
幼
児
は

殺
し
て
し
ま
ふ
。
槍
を
つ
か
ふ
こ
と
の
名
人
。
コ
ヒ
マ
方
面
は
民
情
が

悪
く
て
、
徴
発
に
行
つ
て
、
下
士
官
が
殺
さ
れ
た
り
、
刺
さ
れ
た
り
し

た
。
敵
を
誘
導
し
て
来
る
奴
も
あ
る
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
119
頁
）

こ
の
野
口
記
者
の
話
を
「
異
民
族
」
に
生
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
加
美
川
の
部
下
の
仁
木
軍
曹
が
、
チ
ン
兵
の
フ
セ
ン
キ
オ
を
加
美
川
に

無
断
で
上
等
兵
に
昇
級
さ
せ
た
点
を
加
美
川
に
非
難
さ
れ
た
こ
と
が
作
品
に

描
か
れ
る
。
加
美
川
は
、
日
本
人
の
部
下
に
も
裏
切
ら
れ
る
。
仁
木
軍
曹
は

激
し
く
叱
責
さ
れ
、
右
頬
を
加
美
川
に
打
た
れ
た
。
仁
木
軍
曹
は
「
チ
ン
の

女
キ
ム
ト
イ
に
心
を
惹
か
れ
て
、
そ
の
歓
心
を
買
ふ
た
め
に
、
弟
の
フ
セ
ン

キ
オ
を
こ
つ
そ
り
一
階
級
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」。「
仁
木
は
す
で

に
キ
ム
ト
イ
に
、
他
の
女
の
倍
の
賃
銀
を
は
ら
ひ
、
食
糧
や
煙
草
な
ど
も
余

分
に
や
つ
て
ゐ
た
」。

　

女
に
惚
れ
た
た
め
に
、
大
胆
不
敵
に
も
仁
木
軍
曹
は
軍
の
規
律
に
違
反
し

て
勝
手
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
。
仁
木
は
厳
し
く
非
難
さ
れ
た
も
の
の
な

ん
と
か
追
放
を
免
れ
た
が
、
こ
う
し
て
加
美
川
は
ま
す
ま
す
兵
士
た
ち
が
信

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
勝
手
な
部
下
は
や
は
り
い
た
ら
し
く
、

火
野
の
ラ
ン
ザ
ン
で
の
『
従
軍
手
帖
』
五
月
二
十
六
日
に
も
、
稲
田
中
尉
の

次
の
よ
う
な
態
度
が
記
さ
れ
て
い
る
。

整
列
し
て
敬
礼
す
る
衛
兵
。
分
隊
長
三
名
、
小
隊
長
一
名
の
進
級
式
が

あ
る
と
い
ふ
。
徽
章
が
な
い
か
ら
、
曹
長
は
来
週
日
曜
ま
で
日
の
べ
。

私
情
に
駆
ら
れ
て
進
級
さ
せ
る
と
処
罰
す
る
ぞ
、
と
稲
田
中
尉
、
兵
隊

を
た
し
な
め
て
ゐ
る
。
厳
格
な
隊
長
ら
し
い
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
153
頁
）

ま
た
、
五
月
三
十
日
に
も
「
大
久
保
君
、
や
つ
て
来
る
。
稲
田
中
尉
が
厳
格

で
、
兵
隊
を
な
ぐ
る
話
を
す
る
」
と
あ
り
、
加
美
川
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
稲

田
中
尉
は
、
規
律
を
乱
す
兵
士
達
を
厳
格
に
罰
す
る
上
官
だ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
仁
木
軍
曹
の
不
祥
事
の
あ
と
、
チ
ン
の
女
キ
ム
ト
イ
と
オ
ン
ギ
ン
の
妹

ニ
ア
ン
ゴ
は
逃
走
し
て
し
ま
っ
た
。
仁
木
軍
曹
は
、
治
療
薬
す
ら
な
い
の
に

現
地
の
女
キ
ム
ト
イ
に
花
柳
病
を
う
つ
さ
れ
、
フ
セ
ン
キ
オ
は
分
隊
長
と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
二
人
の
女
は
手
帖
に
は
登
場
し
な
い
。

　
「
病
院
を
抜
け
出
し
た
者
」
や
、
裏
切
る
人
物
は
他
に
も
作
品
に
登
場
す

る
。
神
部
少
佐
や
松
田
少
佐
な
ど
で
あ
る
。
神
部
少
佐
は
、
気
が
変
に
な
っ

て
い
る
様
子
で
、
一
方
、
松
田
少
佐
は
、
次
の
よ
う
に
作
品
中
で
描
か
れ
る
。
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松
田
は
百
地
連
帯
の
大
隊
長
な
の
で
あ
る
が
、
故
意
に
戦
場
到
着
を
お

く
ら
せ
る
こ
と
が
重
な
り
、
作
戦
に
し
ば
し
ば
齟
齬
を
き
た
さ
し
め
た
。

雨
が
降
つ
た
と
か
、
ジ
ヤ
ン
グ
ル
に
迷
つ
た
と
か
い
つ
て
、
前
線
に
出

よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。�

（「
異
民
族
」
369
頁
）

遂
に
、
軍
法
会
議
に
附
さ
れ
る
た
め
、
憲
兵
つ
き
添
ひ
で
、
後
方
へ
送

ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
松
田
少
佐
に
は
う
れ

し
く
て
た
ま
ら
ぬ
様
子
に
見
え
る
。
恐
し
い
前
線
か
ら
安
全
地
帯
へ
行

け
る
か
ら
だ
。�

（「
異
民
族
」
369
頁
）

松
田
少
佐
は
「
百
地
連
帯
の
大
隊
長
」
と
あ
る
た
め
、
本
来
は
、
率
先
し
て

軍
の
司
令
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
前
線
に
出
よ
う
と
せ
ず
、

軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
安
全
地
帯
に
行
け
る

と
、
嬉
し
そ
う
な
の
も
軍
人
な
の
に
異
様
で
あ
る
。
ま
さ
に
末
期
状
態
の
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
の
松
田
大
佐
に
酷
似
し
た
人
物
も

六
月
二
十
二
日
、
イ
ン
パ
ー
ル
ま
で
三
二
九
九
ｍ
の
地
点
で
書
か
れ
た
『
従

軍
手
帖
』
に
は
登
場
す
る
。

隊
長
室
に
行
く
と
、
稲
田
中
尉
と
少
佐
の
肩
章
の
あ
る
背
の
ひ
く
い
将

校
と
が
話
を
し
て
ゐ
た
。
丸
顔
を
髯
で
埋
め
、
ぐ
る
り
と
し
た
丸
い
眼

で
ま
じ
ま
じ
と
見
る
。
稲
田
中
尉
か
ら
田
中
少
佐
だ
と
紹
介
さ
れ
て
、

こ
の
人
か
と
も
う
一
度
見
な
ほ
し
た
。
作
間
部
隊
の
大
隊
長
で
、
兵
隊

た
ち
が
、
敵
は
英
軍
で
な
く
て
田
中
少
佐
で
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
る
と
い

ふ
こ
と
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
219
頁
）

さ
ら
に
七
月
四
日
コ
カ
ダ
ン
で
の
『
従
軍
手
帖
』
に
は
田
中
信
男
師
団
長
か

ら
聞
い
た
話
と
し
て
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

　

笹
原
聯
隊
長
も
作
間
部
隊
長
も
立
派
な
人
だ
。
青
砥
大
尉
も
な
か
な

か
立
派
で
、
み
ん
な
が
あ
ん
な
に
な
つ
て
く
れ
た
ら
な
ん
で
も
で
き
る

だ
ら
う
。
大
隊
長
は
み
ん
な
死
ん
で
、
四
人
し
か
残
つ
て
ゐ
な
い
が
、

一
人
は
軍
法
会
議
に
廻
し
た
田
中
少
佐
、
あ
と
は
負
傷
や
病
気
ば
か
り
。

実
際
よ
く
や
つ
た
。�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
264
頁
）

　

お
そ
ら
く
、
松
田
少
佐
は
、「
作
間
部
隊
の
大
隊
長
」
と
あ
る
の
で
、
作
間

聯
隊
（
二
一
四
）
の
「
第
三
大
隊
（
第
九
中
隊
欠
―
大
隊
長　

田
中
稔
少

佐
）」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
田
中
少
佐
は
前
線
で
無
意
味
に
戦
う
こ
と
を
し

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
師
団
長
は
「
主
力
方
面
に
追
及
を
命
じ
て
い
た
」
が
、

田
中
少
佐
は
「
師
団
長
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
行
動
敏
速
を
欠
き
聯
隊

主
力
の
危
急
に
馳
せ
参
ず
る
気
魄
に
欠
け
て
い
た
」（

（1
（

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

田
中
稔
少
佐
の
よ
う
な
、
軍
命
令
に
逆
ら
う
軍
人
が
い
た
事
実
か
ら
松
田
少

佐
は
創
り
あ
げ
ら
れ
た
。
加
美
川
は
、
松
田
が
喜
ぶ
様
子
を
見
て
、「
軍
法
会

議
な
ど
、
ま
ど
ろ
こ
し
い
。
ど
う
し
て
、
前
線
で
銃
殺
し
て
し
ま
は
な
い
の
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か
。
む
し
ろ
、
斬
首
す
べ
き
だ
」
と
考
え
る
。
ど
ん
な
に
戦
線
が
危
う
く
な

ろ
う
と
も
、
加
美
川
は
厳
格
な
軍
人
で
、
日
本
の
戦
勝
に
向
け
て
任
務
を
全

う
し
て
い
た
。「
異
民
族
」
に
は
、
柳
田
元
三
師
団
長
を
モ
デ
ル
と
し
た
、
曽

田
中
将
も
登
場
す
る
。
柳
田
中
将
は
、「
弓
」
師
団
の
最
初
の
師
団
長
だ
が
、

し
ば
し
ば
軍
司
令
官
牟
田
口
と
意
見
対
立
し
、
具
申
書
を
提
出
し
、
牟
田
口

を
激
怒
さ
せ
た
。（

（1
（

そ
の
た
め
、
五
月
十
二
日
、「
弓
」
師
団
長
を
罷
免
さ
れ
、

参
謀
本
部
付
と
な
る
。（

（1
（

そ
し
て
新
師
団
長
に
田
中
信
男
中
将
が
就
く
こ
と
と

な
っ
た
。
曽
田
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

前
線
か
ら
弓
師
団
の
前
師
団
長
が
か
へ
つ
て
来
た
。
作
戦
停
頓
の
責

任
を
問
は
れ
て
、
更
迭
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
俺
は
生
け
る
屍
だ
」（
中
略
）

―
こ
ん
な
無
茶
な
作
戦
は
な
い
。（
中
略
）
全
滅
す
る
こ
と
は
わ
か
つ

て
ゐ
る
の
に
、
面
目
と
か
顔
と
か
い
つ
て
、
突
撃
の
命
令
を
出
す
。
兵

隊
を
殺
す
ば
か
り
だ
と
い
つ
て
も
き
か
な
い
。
自
分
が
い
ふ
こ
と
を
聞

か
な
い
の
で
、
首
に
し
て
し
ま
つ
た
。
こ
ん
な
戦
に
な
つ
て
、
誰
が
来

た
つ
て
同
じ
だ
。
諸
葛
孔
明
だ
つ
て
、
楠
正
成
だ
つ
て
、
起
死
回
生
の

妙
策
は
な
い
。
軍
司
令
官
は
、
ま
だ
、
突
撃
を
や
り
た
が
つ
て
ゐ
る
。

…
…
曽
田
中
将
は
憤
慨
し
て
は
、
自
分
は
生
け
る
屍
だ
と
く
り
か
え
し

述
懐
し
た
。�

（「
異
民
族
」
370
頁
）

作
品
中
に
は
「
生
け
る
屍
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
『
従
軍
手
帖
』

の
五
月
二
十
八
日
（
テ
イ
デ
ム
）
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

　

ビ
シ
エ
ン
プ
ー
ル
ま
で
は
開
闊
地
な
の
で
、
山
を
行
つ
た
が
、
山
蛭

に
み
ん
な
嚙
ま
れ
た
。
自
分
の
こ
の
痕
は
み
ん
な
山
蛭
で
、
シ
ヤ
ツ
の

中
ま
で
入
つ
て
来
る
。
一
度
、
夜
襲
を
や
る
と
、
す
ぐ
に
百
名
の
犠
牲

者
。
自
分
は
坊
主
に
な
つ
て
部
下
を
葬
つ
て
や
り
た
い
気
持
。
誰
が
や

つ
て
も
さ
う
う
ま
く
い
か
な
い
。
有
史
以
来
の
戦
争
か
も
知
れ
な
い
。

自
分
で
は
よ
く
や
つ
た
つ
も
り
で
ゐ
る
の
に
、
何
故
変
へ
ら
れ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
ど
こ
が
悪
い
と
は
つ
き
り
い
つ
て
欲
し
い
。

　

軍
司
令
官
は
す
ぐ
後
に
来
て
、
し
き
り
に
尻
を
た
た
く
。
征
馬
は
思

ふ
や
う
に
進
ま
な
い
。
自
分
も
身
心
と
も
に
疲
れ
た
。
死
ぬ
つ
も
り
で

ゐ
た
の
に
、
生
き
て
か
へ
る
と
は
不
本
意
。
全
員
、
未
帰
還
の
決
意
で
、

自
分
も
遺
書
を
つ
く
つ
て
副
官
に
あ
づ
け
て
お
い
た
が
、
こ
ん
な
こ
と

に
な
つ
た
の
で
、
と
り
か
へ
し
て
来
た
。
生
け
る
屍
も
同
然
だ
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
155
頁
）

柳
田
は
無
茶
な
戦
場
で
死
ん
で
い
っ
た
部
下
た
ち
を
気
の
毒
に
思
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
死
ね
な
か
っ
た
自
分
を
悔
い
、「
生
け
る
屍
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

加
美
川
は
曽
田
中
将
に
チ
ン
兵
た
ち
と
「
握
手
を
し
て
や
つ
て
下
さ
い
」

と
頼
む
。
な
ぜ
な
ら
、
更
迭
さ
れ
て
師
団
長
の
任
を
解
か
れ
て
交
代
さ
せ
ら

れ
よ
う
と
、
中
将
と
い
う
身
分
の
曽
田
は
立
派
な
肩
章
を
つ
け
「
そ
の
権
威
、



二
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そ
し
て
、
そ
の
効
果
」
は
絶
大
の
威
力
が
あ
っ
た
。
チ
ン
兵
達
は
「
緊
張
し
、

敬
虔
の
面
持
」
を
し
て
い
た
。

　

い
ち
い
ち
手
を
か
た
く
握
り
な
が
ら
、
曽
田
中
将
は
、
御
苦
労
、
御

苦
労
と
い
つ
た
。
チ
ン
人
た
ち
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
忠
誠
を
誓
ふ
念
が

一
段
と
深
ま
つ
た
と
観
測
し
て
、
加
美
川
は
満
足
だ
つ
た
。

�

（「
異
民
族
」
371
頁
）

火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
五
月
二
十
八
日
に
も
柳
田
中
将
が
チ
ン
兵
と
握
手
す

る
記
述
も
あ
る
。

○
郡
長
ト
ワ
ル
カ
ム
、
酋
長
ポ
ン
ザ
マ
ン
、
挨
拶
す
る
。
土
産
を
持
つ

て
来
る
。
閣
下
は
立
つ
て
行
つ
て
、
握
手
を
す
る
。
民
族
の
指
導
が
大

切
だ
よ
、
と
稲
田
中
尉
に
い
ふ
。
満
洲
で
白
系
ロ
シ
ヤ
人
を
工
作
し
て

ゐ
た
人
の
言
葉
と
き
く
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
157
頁
）

た
だ
、
も
ち
ろ
ん
、
加
美
川
が
考
え
る
よ
う
な
、
位
の
高
い
軍
人
が
チ
ン
兵

と
握
手
を
す
る
こ
と
で
、
チ
ン
兵
の
忠
誠
心
が
深
ま
る
な
ど
と
い
う
裏
の
理

由
は
手
帖
に
は
記
さ
れ
な
い
。
加
美
川
は
常
日
頃
か
ら
チ
ン
兵
を
日
本
軍
に

無
条
件
に
従
わ
せ
る
術
を
考
え
て
い
た
。

　

さ
て
、
二
章
で
あ
げ
た
加
美
川
の
原
住
民
惨
殺
、
三
章
で
記
し
た
仁
木
軍

曹
、
松
田
少
佐
ら
日
本
軍
人
の
裏
切
り
、
柳
田
中
将
の
悔
恨
の
心
情
な
ど
が

「
異
民
族
」
に
記
さ
れ
る
の
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
戦
争
中
、
火
野
は
「
麦

と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」「
花
と
兵
隊
」
な
ど
の
兵
隊
三
部
作
を
発
表
し
、
ミ

リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
が
、
戦
争
中
は
作
品
を
発
表
す
る
時
に
は
、
軍
の

厳
し
い
検
閲
を
経
な
け
れ
ば
発
表
で
き
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
葦
平
自
身

が
記
し
た
、
当
時
の
軍
の
禁
止
事
項
を
簡
略
化
し
て
あ
げ
る
と
次
の
七
項
目

で
あ
る
。
火
野
葦
平
「
解
説
」（『
火
野
葦
平
選
集
第
二
巻
』（

（1
（

に
は
次
の
如
く

あ
る
。
ま
と
め
て
記
し
て
み
る
。

第
一
、
日
本
軍
が
負
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
、
戦
争
の
暗
黒
面
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
、
戦
つ
て
い
る
敵
は
憎
憎
し
く
い
や
ら
し
く
書
か
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
味
方
は
す
べ
て
立
派
で
、
敵
は
す
べ
て
鬼
畜
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
四
、
作
戦
の
全
貌
を
書
く
こ
と
を
許
さ
な
い
。

第
五
、
部
隊
の
編
成
と
部
隊
名
を
書
か
せ
な
い
。

第
六
、
軍
人
の
人
間
と
し
て
の
表
現
を
許
さ
な
い
。
分
隊
長
以
下
の
兵

隊
は
い
く
ら
か
性
格
描
写
が
出
来
る
が
、
小
隊
長
以
上
は
、
全
部
、
人

格
高
潔
、
沈
着
勇
敢
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
七
、
女
の
こ
と
を
書
か
せ
な
い
。

女
に
溺
れ
て
、
軍
の
規
律
を
守
ら
な
い
仁
木
軍
曹
、
加
美
川
中
尉
の
チ
ン
兵
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惨
殺
、
松
田
少
佐
、
柳
田
中
将
ら
の
更
迭
の
様
子
な
ど
、
戦
時
下
で
は
描
け

な
か
っ
た
戦
争
の
暗
黒
面
を
「
異
民
族
」
で
は
赤
裸
々
に
、
リ
ア
ル
に
描
い

て
い
る
。
そ
の
点
は
、
戦
後
の
戦
争
を
扱
っ
た
火
野
葦
平
文
学
作
品
の
大
き

な
特
徴
で
あ
り
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
だ
。
や
っ
と
自
由
に
戦
争
の
真
実
を
暴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

モ
ン
・
サ
ン
カ
イ
ン
の
栄
誉
の
死

　

フ
セ
ン
キ
オ
分
隊
長
を
連
れ
て
加
美
川
中
尉
達
は
、
人
食
ひ
部
落
へ
向
か

つ
て
前
進
す
る
。
加
美
川
ら
は
、「
雨
に
打
た
れ
、
橋
の
な
い
濁
流
を
胸
ま
で

浸
つ
て
わ
た
り
」
行
軍
し
た
。
加
美
川
は
、「
得
意
の
絶
頂
」
に
あ
っ
た
。「
彼

を
支
へ
る
偉
大
な
る
目
的
へ
の
奉
仕
感
は
、
か
う
い
ふ
と
き
に
、
も
つ
と
も

情
熱
的
に
燃
え
、
傲
岸
に
ち
か
い
自
己
満
足
と
な
つ
て
、
彼
を
英
雄
的
興
奮

に
み
ち
び
く
」。
加
美
川
は
、
日
本
軍
の
食
料
確
保
の
目
的
で
ナ
ガ
族
部
落
に

行
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
日
本
軍
を
有
利
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
時
、
失
敗
す
る
な
ど
は
脳
裏
を
掠
め
ず
加
美
川
は
英
雄
の
よ
う
な
気
持
で

い
た
。
加
美
川
は
古
く
か
ら
チ
ン
族
に
伝
わ
る
戦
勝
歌
を
歌
い
だ
し
、
チ
ン

兵
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
歌
い
だ
し
た
。「
士
気
は
大
い
に
あ
が
る
」。
し
か
し
、

チ
ヤ
カ
ン
部
落
が
近
づ
き
、
夜
に
な
る
と
、
突
如
、「
戦
闘
は
思
ひ
が
け
ぬ
場

所
」
で
お
こ
っ
た
。

空
家
に
な
つ
た
十
軒
ほ
ど
の
小
部
落
を
見
つ
け
て
、
そ
こ
へ
野
営
し
た

の
だ
が
、
思
へ
ば
、
敵
の
術
中
に
完
全
に
落
ち
入
つ
た
わ
け
で
あ
つ
た
。

（
中
略
）　

わ
ざ
わ
ざ
敵
が
空
家
の
囮
を
こ
し
ら
へ
て
待
つ
と
ま
で
は
、

気
が
つ
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。�

（「
異
民
族
」
377
頁
）

歩
哨
三
人
は
、「
背
後
か
ら
槍
で
つ
き
刺
さ
れ
て
、
声
も
な
く
た
ふ
れ
た
」。

宿
営
し
て
寝
に
つ
い
て
ゐ
た
部
落
は
、
い
つ
か
包
囲
さ
れ
て
、
歯
車
の

中
心
に
向
つ
て
集
中
す
る
や
う
に
、
軽
機
、
小
銃
を
射
ち
こ
ま
れ
て
ゐ

た
。
槍
が
無
数
の
針
を
投
げ
る
や
う
に
、
飛
ん
で
き
た
。

放
た
れ
た
火
に
よ
つ
て
、
あ
た
り
は
真
紅
に
照
ら
し
だ
さ
れ
た
。
手
に

手
に
槍
や
大
刀
を
に
ぎ
つ
た
、
鬼
の
や
う
に
真
黒
い
も
の
が
、
鶏
の
や

う
な
け
た
た
ま
し
い
声
を
発
し
て
、
な
だ
れ
こ
ん
で
き
た
。

�

（「
異
民
族
」
378
頁
）

加
美
川
中
尉
も
「
拳
銃
を
に
ぎ
つ
て
、
見
つ
け
次
第
に
敵
を
射
つ
た
。
し
か

し
、
弾
丸
は
す
ぐ
尽
き
た
。
抜
刀
し
て
、
敵
に
向
つ
た
」。「
仁
木
軍
曹
が
、

針
鼠
の
や
う
に
槍
を
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
」。

焔
の
な
か
の
乱
戦
で
、
戦
闘
の
秩
序
も
、
指
揮
も
、
掌
握
も
、
ま
つ
た
く

不
可
能
と
い
つ
て
よ
か
つ
た
。
加
美
川
は
歯
が
み
し
た
。
格
闘
と
、
叫
喚

と
、
悲
鳴
と
、
血
し
ぶ
き
と
、
積
み
か
さ
な
る
屍
体
と
、
ま
さ
に
地
獄
図

に
異
ら
な
か
つ
た
。
夢
中
で
、
敵
を
斬
つ
た
。�

（「
異
民
族
」
378
頁
）
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加
美
川
の
背
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
も
の
が
あ
っ
た
。
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
で
あ

っ
た
。「
胸
に
長
い
槍
が
つ
き
刺
さ
つ
て
ゐ
る
」。

反
射
的
に
ふ
り
む
い
た
加
美
川
は
、
大
刀
を
ふ
り
か
ぶ
つ
て
背
後
に
の

し
か
か
つ
て
来
る
蛮
人
を
、
横
払
い
に
斬
つ
た
。
漆
黒
の
巨
体
が
、
モ

ン
サ
ン
カ
イ
ン
の
う
へ
に
重
な
つ
て
た
ふ
れ
た
。�

（「
異
民
族
」
379
頁
）

モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
、
実
在
す
る
人
物
で
、
火
野
の
五
月
十
七
日
イ
ン
タ
ン

ギ
で
の
『
従
軍
手
帖
』
に
、
正
田
大
尉
が
語
っ
た
話
と
し
て
登
場
す
る
。

○
（
正
田
中
尉
）
コ
ン
タ
と
い
ふ
町
で
、
モ
ン
・
サ
ン
・
カ
イ
ン
と
い

ふ
工
作
員
を
得
た
。
こ
れ
が
二
度
も
自
分
の
命
を
助
け
て
く
れ
た
。
は

じ
め
は
英
国
に
心
を
よ
せ
て
ゐ
た
が
、
ポ
ン
ジ
ー
・
チ
ヨ
ン
（
寺
）
で

誓
ひ
を
立
て
て
か
ら
は
、
こ
ち
ら
に
忠
実
に
な
つ
た
。
眼
つ
き
の
鋭
い

小
男
で
、
は
じ
め
は
敵
の
ス
パ
イ
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
。
工
作
隊
員

を
つ
れ
て
、
パ（
マ
マ
）

コ
ダ
に
行
き
、
ポ
ン
ジ
ー
（
坊
主
）
に
、
宣
誓
式
を
や

る
と
い
つ
て
も
、
坊
主
が
殺
人
を
や
る
戦
争
の
た
め
に
、
さ
や
う
な
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
ふ
。
自
分
は
パ（
マ
マ
）

コ
ダ
の
前
に
、
ビ
ル
マ
人
と
同
じ

や
う
な
式
で
、
ぬ
か
づ
い
て
礼
拝
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ポ
ン
ジ
ー
説
得

に
一
時
間
か
か
つ
た
。
英
国
こ
そ
ベ
ア
（
神
）
に
反
く
者
で
あ
る
、
こ

れ
を
倒
す
る
の
が
日
本
で
、
そ
れ
は
神
の
命
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

や
つ
と
納
得
し
た
ポ
ン
ジ
ー
は
工
作
隊
員
の
宣
誓
式
を
し
て
く
れ
た
。

敵
情
が
あ
る
と
聞
い
て
、
あ
る
部
落
に
行
つ
た
。
藪
の
な
か
か
ら
敵
に

う
た
れ
、
自
分
の
前
に
ゐ
た
モ
ン
・
サ
ン
・
カ
イ
ン
が
腹
を
射
た
れ
た
。

看
護
兵
は
も
う
腸
が
出
て
ゐ
る
か
ら
助
か
ら
な
い
と
い
ふ
。
可
哀
さ
う

な
こ
と
を
し
た
と
思
ひ
、
な
に
か
い
ひ
の
こ
す
こ
と
は
な
い
か
、
あ
と

は
心
の
こ
り
の
な
い
や
う
に
し
て
や
る
、
と
い
つ
て
も
、
ベ
ア
の
た
め

に
死
ぬ
の
は
本
望
だ
、
な
に
も
心
の
こ
り
は
な
い
と
い
ふ
。
死
ん
だ
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
115
頁
）

　

最
初
は
「
眼
つ
き
の
鋭
い
小
男
」
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
、

正
田
中
尉
の
盾
に
な
っ
て
、「
ベ
ア
（
神
）
の
た
め
に
死
ぬ
の
は
本
望
だ
」
と

の
言
葉
を
残
し
中
尉
を
救
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
先
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
最
初

は
「
異
民
族
」
の
中
で
小
隊
長
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
、「
吊
り
あ
が
っ
た
狐
の

や
う
な
眼
だ
け
が
際
だ
つ
て
白
く
鋭
く
光
つ
て
ゐ
る
」
と
描
写
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
『
従
軍
手
帖
』
で
の
記
述
と
同
じ
よ
う
に
加
美
川
を
救
い
加
美
川

の
盾
と
な
り
代
わ
り
に
槍
で
突
か
れ
て
死
ん
で
い
っ
た
。

　
『
従
軍
手
帖
』
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、「
武
装
の
整
は
な
い
と
き
で
、
竹
槍

な
ど
を
持
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
竹
槍
を
柵
に
し
て
、
モ
ン
・
サ
ン
・
カ
イ
ン

の
墓
を
つ
く
つ
て
や
つ
た
。」
と
い
う
。
そ
し
て
正
田
中
尉
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。埋

葬
す
る
前
に
、
自
分
が
感
慨
無
量
で
、
死
体
の
前
に
し
や
が
み
、
頭

を
な
で
て
ゐ
る
と
、
爆
音
が
し
た
。
敵
機
だ
と
、
み
ん
な
藪
の
な
か
に



火
野
葦
平
「
異
民
族
」
論

二
一
九

と
び
こ
ん
だ
。
と
た
ん
に
、
だ
だ
だ
と
音
が
し
た
。
爆
弾
に
し
て
は
を

か
し
い
と
思
つ
て
ゐ
る
と
、
前
方
の
竹
藪
が
波
を
う
つ
て
た
ふ
れ
て
ゐ

る
。
そ
れ
で
、
近
く
の
敵
が
自
動
小
銃
を
射
つ
た
の
だ
と
わ
か
つ
た
。

そ
れ
で
、
自
分
の
背
後
で
狙
つ
て
ゐ
た
の
が
、
間
一
髪
、
敵
機
の
た
め

に
助
か
つ
た
の
だ
と
わ
か
り
、
ひ
や
り
と
し
た
。
モ
ン
・
サ
ン
・
カ
イ

ン
が
ま
た
自
分
の
身
が
は
り
に
、
頭
部
に
穴
を
あ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。

�
（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
115
頁
）

「
異
民
族
」
に
は
、『
従
軍
手
帖
』
に
あ
る
よ
う
に
、
死
体
の
モ
ン
サ
ン
カ
イ

ン
が
正
田
中
尉
を
二
度
目
に
救
っ
た
点
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
神
の
も

と
で
日
本
軍
に
忠
誠
を
誓
い
、
戦
っ
た
チ
ン
兵
で
あ
っ
た
。
加
美
川
が
歌
を

歌
い
な
が
ら
行
軍
し
て
い
た
時
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
も
加
美
川
の
「
耳
元
で

割
れ
る
や
う
な
声
」
で
和
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
「
い

つ
に
な
く
生
き
生
き
と
か
が
や
い
て
」
お
り
、
加
美
川
は
「
天
に
昇
る
心
地
」

で
あ
っ
た
。
平
和
で
、
楽
し
い
気
持
ち
は
束
の
間
、
あ
っ
と
い
う
間
に
敵
に

襲
わ
れ
、
血
ま
み
れ
の
戦
場
と
な
っ
た
。
戦
争
は
、
平
穏
な
日
常
を
見
る
も

無
残
に
破
壊
す
る
恐
る
べ
き
魔
物
な
の
で
あ
る
。

五　

瀬
川
軍
司
令
官
の
思
想

　

モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
を
失
っ
た
後
、
加
美
川
部
隊
は
チ
ン
丘
陵
に
さ
し
か
か

る
。
チ
ン
丘
陵
は
、
美
し
い
場
所
で
、

霞
ん
だ
ケ
ネ
デ
・
ピ
イ
ク
の
頂
上
に
、
円
光
の
や
う
に
、
く
つ
き
り
と

七
彩
の
虹
が
浮
き
出
て
ゐ
る
。
雨
が
す
ぎ
る
と
、
か
な
ら
ず
虹
が
出
た
。

（
中
略
）
虹
の
門
の
な
か
に
、
急
速
に
ふ
く
れ
る
風
船
玉
の
や
う
に
、
青

空
が
ぐ
ん
ぐ
ん
ひ
ろ
が
つ
て
来
た
。�

（「
異
民
族
」
379
～
380
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
チ
ン
丘
陵
も
実
際
美
し
か
っ
た
ら
し
く
、『
従
軍
手

帖
』
五
月
二
十
日
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

顔
（
マ
マ
）前
に
見
え
て
来
た
チ
ン
丘
陵
。（
中
略
）。
幾
重
に
も
重
な
り
あ
つ
た

山
々
が
、
色
の
ち
が
つ
た
霞
の
幕
で
掩
は
れ
た
や
う
に
異
つ
た
色
を
し
、

降
つ
た
り
止
ん
だ
り
す
る
雨
と
、
曇
つ
た
り
晴
れ
た
り
す
る
空
の
下
に
、

次
第
に
下
方
へ
遠
ざ
か
る
。
美
し
い
虹
。
山
を
横
に
見
て
ゆ
く
の
か
と

思
つ
た
ら
、
さ
う
で
は
な
か
つ
た
。
越
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
125
～
126
頁
）

加
美
川
部
隊
は
ト
ン
ザ
ン
部
落
に
行
き
、
第
十
五
軍
司
令
官
瀬
川
中
将
ら
と

と
も
に
、
酋
長
ポ
ン
ザ
マ
ン
か
ら
チ
ン
酒
ヅ
―
を
振
舞
わ
れ
、
接
待
を
う

け
る
。「
隊
長
室
の
卓
に
は
清
廉
な
白
布
が
延
べ
ら
れ
、
テ
イ
デ
ム
最
高
の
献

立
が
な
ら
べ
ら
れ
て
あ
る
」。

い
ま
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
最
高
指
導
者
た
ち
が
、
ず
ら
り
と
な
ら
ん

で
ゐ
る
。
第
十
五
司
令
官
瀬
川
中
将
、
参
謀
長
奈
々
木
松
也
中
将
、
高
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級
参
謀
山
下
大
佐
、
そ
れ
に
、
弓
師
団
後
方
参
謀
高
椋
少
佐
。
下
座
に

は
、
加
美
川
中
尉
と
な
ら
ん
で
ト
ン
ザ
ン
酋
長
ボ
ン
ザ
マ
ン
、
テ
イ
デ

イ
ム
県
教
育
主
任
ブ
ン
コ
ハ
ウ
、
労
務
課
長
カ
ン
チ
ユ
ク
ン
、
酌
を
す

る
た
め
に
選
ば
れ
て
来
た
チ
ン
の
女
三
人
。�

（「
異
民
族
」
381
頁
）

と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
瀬
川
中
将
は
、
牟
田
口
廉
也
中
将
を
指
す
。『
従
軍
手

帖
』
五
月
二
十
九
日
の
テ
イ
デ
ム
で
の
記
述
に
テ
イ
デ
イ
ム
酋
長
ト
ワ
ル
カ

ム
や
ポ
ン
ザ
マ
ン
酋
長
ら
か
ら
接
待
さ
れ
た
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

○
会
食
。
第
二
高
等
官
宿
舎
と
札
の
出
て
ゐ
る
建
物
に
、
準
備
さ
れ
て

ゐ
る
テ
イ
デ
イ
ム
最
高
の
料
理
。
い
つ
も
は
山
崎
（
カ
チ
ン
族
の
兵
に

つ
け
た
日
本
名
）
が
や
る
が
、
今
日
は
小
澤
一
等
兵
の
腕
の
由
。
白
布

を
か
け
た
卓
の
上
に
あ
る
花
、
薔
薇
、
百
合
、
セ
ク
パ
ン
、
な
ど
。
チ

ン
人
に
、
花
の
名
を
き
く
と
、
ど
れ
も
、
パ
、
パ
、
と
い
ひ
、all sam

e

な
ど
と
い
ふ
。
チ
ン
人
た
ち
先
に
つ
き
、
王
様
稲
田
中
尉
は
最
後
に
お

も
む
ろ
に
あ
ら
は
れ
る
。

○
テ
イ
デ
イ
ム
郡
長
ト
ワ
ル
カ
ム

ト
ン
ザ
ン
酋
長
ポ
ン
ザ
マ
ン
、
50
歳

ラ
ル
ド
ン
（
フ
ア
ラ
ム
、
ク
ラ
ウ
酋
長
の
息
子
、
県
書
記
）

オ
ン
ギ
ン
（
宣
伝
部
長
）

ブ
ン
コ
ハ
ウ
（
郡
、
教
育
主
任
）

カ
ン
チ
ン
タ
ン
（
宣
伝
部
員
）

カ
イ
ム
ン
マ
ン
（
郡
書
記
）

キ
ヤ
ン
ピ
ユ
ウ
（
労
務
課
長
、
苦
力
係
り
）

バ（
マ
マ
）ウ
ザ
カ
ン
（
徴
募
課
長
、
野
菜
、
肉
類
な
ど
）

○
Ｚ
Ｕ
を
あ
げ
て
乾
盃
。
ラ
ン
ザ
ン
で
飲
ん
だ
よ
り
も
甘
い
。
チ
ン
人

の
な
か
に
は
ラ
ン
グ
ー
ン
を
知
つ
て
ゐ
る
者
半
分
く
ら
ゐ
で
、
大
学
に

行
つ
て
ゐ
た
者
も
あ
つ
た
。
純
朴
で
快
活
な
種
族
ら
し
い
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
158
～
159
頁
）

五
月
二
十
九
日
の
宴
席
に
は
牟
田
口
軍
司
令
官
は
登
場
し
な
い
が
、
加
美
川

中
尉
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
、
稲
田
中
尉
は
、
ト
ン
ザ
ン
酋
長
の
ポ
ン
ザ
マ
ン

か
ら
高
級
料
理
の
接
待
を
受
け
て
い
る
。
火
野
も
稲
田
中
尉
と
共
に
ご
ち
そ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
宴
席
に
牟
田
口
軍
司
令
官
も
一
緒
だ
っ
た
こ
と
に
し
て

作
品
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
。「
異
民
族
」
に
は
瀬
川
軍
司
令
官
が
次
の
よ
う
に

語
る
描
写
が
あ
る
。

「
こ
の
戦
は
勝
つ
よ
。
大
丈
夫
だ
。
俺
を
信
じ
て
ゐ
て
く
れ
。（
中
略
）

俺
は
戦
運
の
よ
い
男
だ
。
き
つ
と
勝
つ
。（
中
略
）
俺
は
い
つ
で
も
い
つ

て
や
る
ん
だ
。
勝
利
の
神
が
瀬
川
を
見
放
す
わ
け
が
な
い
ぢ
や
な
い
か
、

つ
て
。
戦
争
は
神
聖
な
も
の
だ
。
戦
争
は
戦
争
の
神
聖
さ
を
信
じ
て
、

こ
れ
に
没
入
す
る
者
に
、
い
つ
で
も
勝
利
を
あ
た
へ
る
ん
だ
。
俺
は
い

つ
も
部
下
へ
三
つ
の
ホ
ル
モ
ン
注
射
を
す
る
。
第
一
は
、
必
勝
の
信
念
、

か
な
ら
ず
日
本
が
勝
つ
と
い
ふ
強
固
な
確
信
を
も
つ
こ
と
、
第
二
、
戦
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争
は
外
国
人
の
考
へ
る
や
う
に
、
悪
で
は
な
い
こ
と
、
正
義
の
師
は
善

な
る
こ
と
、
第
三
、
人
生
の
完
遂
は
臣
下
と
し
て
の
任
務
完
成
以
外
な

に
も
な
い
こ
と
。
こ
ん
な
こ
と
、
み
ん
な
当
り
ま
へ
の
こ
と
ば
か
り
な

ん
だ
よ
。
こ
の
三
つ
が
心
魂
に
徹
し
て
ゐ
た
ら
、
こ
れ
く
ら
ゐ
の
戦
、

な
ん
で
も
な
い
ん
だ
。（
後
略
）」�

（「
異
民
族
」
383
頁
）

火
野
の
『
従
軍
手
帖
』
六
月
一
日
の
テ
イ
デ
ム
で
の
記
述
に
、
牟
田
口
軍
司

令
官
が
火
野
に
語
っ
た
話
と
し
て
以
下
の
如
く
あ
る
。

○
あ
な
た
の
書
い
た
も
の
も
拝
見
し
た
が
、
戦
争
は
神
聖
な
も
の
だ
。

す
べ
て
大
君
へ
さ
さ
げ
ま
つ
る
と
一
念
あ
る
の
み
。
い
つ
も
部
下
に
話

を
す
る
の
だ
が
、
三
つ
の
ホ
ル
モ
ン
の
注
射
を
す
る
。
第
一
は
戦
争
は

必
ず
日
本
が
勝
つ
、
第
二
は
戦
争
は
外
国
人
の
考
へ
る
や
う
に
悪
で
な

く
善
で
あ
る
こ
と
、
第
三
は
人
生
の
完
遂
は
臣
下
と
し
て
の
任
務
の
完

成
以
外
に
は
な
い
こ
と
。（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
165

頁
）

○
今
度
の
戦
争
は
な
か
な
か
大
変
だ
が
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
自
分

は
戦
運
の
よ
い
男
だ
が
、
今
度
の
戦
も
う
ま
く
行
く
も
の
と
信
じ
て
ゐ

る
。
い
く
ら
か
、
お
く
れ
て
は
ゐ
る
が
、
大
丈
夫
だ
。
東
京
の
方
や
、

後
が
や
あ
や
あ
い
ふ
の
で
、
少
々
、
遅
延
仕
り
申
し
わ
け
な
し
と
い
つ

て
や
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら
、
現
在
の
戦
情
は
や
む
を
得
な
い
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
166
～
167
頁
）

こ
れ
ら
の
『
従
軍
手
帖
』
で
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
「
異
民
族
」
と
同
様
の
内
容

で
あ
る
。
火
野
に
牟
田
口
が
直
接
語
っ
た
実
話
を
も
と
に
「
異
民
族
」
で
の

瀬
川
中
将
の
話
を
造
形
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、「
異
民
族
」
に
は
、
瀬
川
軍
司
令
官
が
、
次
の
よ
う
に
無
駄
の
大
切

さ
を
説
く
場
面
が
あ
る
。

「
無
駄
の
大
切
さ
、
こ
れ
だ
ね
」

ぽ
つ
ん
と
、
軍
司
令
官
が
い
つ
た
。
な
ん
の
意
味
か
わ
か
ら
な
か
つ
た
。

（
中
略
）

「
無
駄
の
意
味
を
理
解
し
な
い
も
の
に
は
、
大
事
は
で
き
な
い
よ
」
話
に

調
子
が
つ
く
と
、
軍
司
令
官
は
、
身
ぶ
り
手
真
似
で
、
急
に
能
弁
に
な

つ
た
。「
現
住
民
に
気
前
よ
く
し
て
や
る
こ
と
も
、
大
切
な
無
駄
だ
。（
中

略
）
無
駄
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
結
局
、
余
裕
を
つ
く
る
と
同
義
語

だ
。（
後
略
）」�

（「
異
民
族
」
382
頁
）

こ
の
無
駄
が
大
切
だ
と
力
説
す
る
内
容
も
、『
従
軍
手
帖
』
に
は
見
ら
れ
る
。

牟
田
口
軍
司
令
官
は
、

○
も
の
ご
と
は
無
駄
を
大
切
に
し
な
く
て
《
は
》
な
ら
ん
。
今
日
だ
け

の
露
営
と
い
ふ
と
、
そ
れ
だ
け
の
設
備
し
か
し
な
い
。
す
る
と
一
日
が



二
二
二

二
日
に
な
り
、
三
日
に
な
つ
て
、
困
る
の
で
、
ま
た
や
り
な
ほ
す
。
た

と
へ
、
一
日
で
も
ち
や
ん
と
し
て
を
（
マ
マ
）く

心
が
け
が
必
要
。
金
な
ど
も
け

ち
け
ち
せ
ず
に
使
ふ
が
よ
い
。
一
億
万
円
つ
か
つ
た
と
こ
ろ
で
、
戦
に

勝
て
ば
安
い
も
の
。
現
住
民
な
ど
に
も
気
前
よ
く
し
て
や
つ
た
が
よ
い
。

無
駄
を
大
切
に
す
る
は
余
裕
を
つ
く
る
と
同
じ
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
166
頁
）

実
際
に
牟
田
口
も
、
無
駄
が
必
要
だ
と
説
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
瀬
川
軍

司
令
官
の
「
戦
争
は
神
聖
」
で
、「
戦
争
は
戦
争
の
神
聖
さ
を
信
じ
て
、
こ
れ

に
没
入
す
る
者
に
、
い
つ
で
も
勝
利
を
あ
た
へ
る
」
な
ど
の
言
葉
や
、「
無
駄

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
結
局
、
余
裕
を
つ
く
る
と
同
義
語
だ
」
な
ど
の
言

葉
は
、
前
線
で
日
夜
死
と
直
面
し
て
い
る
兵
士
達
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い

机
上
の
空
論
で
あ
る
。
作
品
中
で
も
、「
前
線
か
ら
兵
隊
は
、
瀕
死
の
状
態
と

い
つ
て
よ
か
つ
た
。（
中
略
）
テ
イ
デ
イ
ム
ま
で
来
る
こ
と
の
で
き
た
者
は
、

亡
霊
と
い
つ
た
方
が
近
か
つ
た
」
と
あ
る
。「
無
駄
」
な
ど
前
線
に
は
あ
り
得

る
は
ず
が
な
い
。
多
く
の
兵
士
は
、
犬
死
し
、
負
傷
し
て
も
食
べ
物
も
な
く
、

餓
死
し
て
い
た
。
一
方
、
瀬
川
は
、
御
馳
走
ま
で
出
さ
れ
る
比
較
的
安
全
な

日
本
軍
の
基
地
に
滞
在
し
て
い
て
、
ま
る
で
、
こ
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
悲

惨
な
状
況
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
軍
の
上
官
と
、
前
線
の
兵
士
と
で
は
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
懸
隔
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

瀬
川
中
将
の
暗
殺
未
遂

　

宴
席
の
後
の
夕
刻
、
軍
司
令
官
ら
一
行
は
出
発
し
た
。「
自
動
車
の
扉
が
ひ

ら
か
れ
て
、
軍
司
令
官
が
前
か
が
み
に
、
片
足
を
車
に
か
け
た
と
き
、
一
発

の
銃
声
が
し
た
。
す
ぐ
傍
だ
つ
た
。
弾
丸
は
軍
司
令
官
の
左
袖
を
か
す
め
て
、

自
動
車
の
窓
硝
子
を
割
つ
た
」。
瀬
川
を
暗
殺
し
よ
う
と
、
一
兵
士
が
銃
を
撃

っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。「
加
美
川
は
そ
の
兵
隊
の
拳
銃
を
に
ぎ
つ
た
腕
を
と

ら
へ
た
」。
そ
の
兵
士
は
「
乞
食
の
や
う
な
襤
褸
の
、
青
ざ
め
た
、
髭
面
の
兵

隊
で
あ
る
。
眼
窩
は
く
ぼ
み
、
頬
は
ぽ
つ
か
り
と
二
つ
の
穴
が
あ
い
た
や
う

に
落
ち
て
ゐ
て
」、「
伍
長
」
だ
っ
た
。
加
美
川
は
こ
の
兵
士
を
捕
ま
え
、「
銃

殺
だ
。
た
だ
ち
に
、
処
刑
せ
よ
」
と
命
じ
る
。「
し
ば
り
あ
げ
ら
れ
た
」
こ
の

兵
士
は
、「
チ
ン
人
の
ス
パ
イ
や
、
不
軍
紀
の
者
が
処
刑
さ
れ
た
」
兵
士
ら
が

い
つ
し
か
「
鈴
ケ
森
」（

（1
（

と
呼
び
な
ら
わ
し
た
場
所
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。「
赤

土
の
崖
を
背
景
に
立
て
ら
れ
た
太
い
棒
杭
に
、
襤
褸
の
兵
隊
は
、
く
く
り
つ

け
ら
れ
た
」。
兵
士
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
中
尉
さ
ん
、
あ
ん
た
、
わ
た
し
を
殺
す
の
で
す
か
い
」

「
さ
う
い
ふ
命
令
を
う
け
た
」（
中
略
）

「
ど
う
ぞ
殺
し
て
下
さ
い
よ
。
ど
う
せ
、
こ
ん
な
身
体
ぢ
や
、
ど
こ
か
で

野
た
れ
死
に
す
る
に
き
ま
つ
と
る
。（
中
略
）
中
尉
さ
ん
、
あ
ん
た
は
こ

ん
な
後
方
で
、
贅
沢
し
と
る
か
ら
、
な
に
も
知
ら
な
い
ん
だ
。（
中
略
）

わ
し
ら
兵
隊
を
殺
し
と
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
な
う
て
、
瀬
川
だ
と
い
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ふ
こ
と
を
、
み
ん
な
知
つ
と
る
ん
だ
。
前
線
で
は
、
兵
隊
の
敵
瀬
川
を

殺
せ
、
と
い
う
て
、
兵
隊
の
暗
殺
隊
が
、
い
く
つ
も
、
軍
司
令
官
を
探

し
と
る
の
を
、
あ
ん
た
は
知
つ
て
な
さ
る
か
（
中
略
）
兵
隊
の
た
め
に

瀬
川
を
殺
し
て
や
ら
う
と
思
つ
た
ん
だ
。
わ
し
は
、
瀬
川
を
は
じ
め
、

あ
ん
た
た
ち
が
、
女
を
侍
ら
せ
て
、
飲
め
や
歌
へ
や
を
や
る
の
を
、
空

腹
と
高
熱
で
、
目
ま
い
を
お
ぼ
え
な
が
ら
、
じ
つ
と
見
と
つ
た
ん
だ
（
後

略
）」�

（「
異
民
族
」
388
～
389
頁
）

『
従
軍
手
帖
』
の
七
月
二
十
二
日
に
は
、

烈
兵
団
長
も
変
つ
た
。
牟
田
口
閣
下
は
毎
日
粥
を
二
度
食
つ
て
は
毎
日

釣
り
を
し
て
ゐ
る
。
今
度
の
作
戦
の
責
任
を
負
つ
て
自
決
す
る
の
で
は

な
い
か
と
見
て
ゐ
る
者
も
あ
り
、
ま
た
兵
隊
の
な
か
に
は
牟
田
口
を
殺

す
と
い
き
ま
い
て
ゐ
る
者
も
あ
る
。（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従

軍
記
』
323
頁
）

と
あ
る
。「
異
民
族
」
に
あ
る
よ
う
な
、
牟
田
口
軍
司
令
官
の
暗
殺
未
遂
の
様

相
は
『
従
軍
手
帖
』
に
は
な
い
が
、
手
帖
に
は
「
兵
隊
の
な
か
に
は
牟
田
口

を
殺
す
と
い
き
ま
い
て
ゐ
る
者
も
あ
る
」
と
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
の
未
来

は
全
滅
、
餓
死
し
か
な
い
の
に
、
の
ん
び
り
と
優
雅
に
過
ご
し
て
い
る
牟
田

口
を
恨
み
、
や
り
き
れ
な
い
兵
士
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
た
よ
う
だ
。「
異
民

族
」
で
は
、
瀬
川
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
兵
士
は
「
殺
さ
れ
て
も
、
わ
し
が

瀬
川
を
兵
隊
の
敵
と
思
ふ
心
は
変
り
や
せ
ん
。
そ
し
て
、
わ
し
を
殺
さ
う
と

す
る
あ
ん
た
も
、
や
つ
ぱ
り
兵
隊
の
敵
と
、
わ
し
は
…
…
」
と
言
い
終
わ
ら

な
い
う
ち
に
加
美
川
が
「
射
て
」
と
命
じ
た
。「
チ
ン
兵
の
揃
へ
た
十
挺
の
小

銃
は
、
一
発
も
は
づ
れ
ず
、
標
的
に
命
中
し
た
」。
こ
こ
に
は
、
イ
ン
パ
ー
ル

作
戦
へ
の
批
判
、
そ
し
て
悲
惨
で
無
残
な
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
長
引
か
せ

た
軍
上
層
部
に
対
す
る
痛
烈
な
抗
議
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

七　

加
美
川
中
尉
の
最
期

　

チ
ン
兵
は
、
も
と
は
「
二
百
名
に
近
か
つ
た
の
に
、
戦
死
と
、
逃
走
と
、

裏
切
と
で
、
現
在
テ
イ
デ
イ
ム
に
止
ま
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
三
十
数
名
」
に

す
ぎ
な
く
な
っ
た
。「
パ
ン
を
あ
た
ふ
る
者
に
忠
実
な
れ
と
い
ふ
こ
と
を
、
唯

一
の
生
活
信
条
と
し
て
ゐ
る
ゴ
ル
カ
兵
モ
ン
バ
ハ
ド
ル
は
、
チ
ヤ
カ
ン
で
、

英
軍
の
方
に
投
じ
た
」。
ゴ
ル
ガ
兵
の
性
質
に
つ
い
て
は
、『
従
軍
手
帖
』
の

七
月
二
日
ラ
イ
マ
ナ
イ
で
の
記
述
に
、

ゴ
ル
カ
兵
。
中
に
は
手
に
銃
剣
を
つ
き
さ
し
た
り
、
石
鹼
を
の
ん
で
下

痢
し
た
り
し
て
戦
線
か
ら
の
離
脱
を
は
か
る
者
も
あ
る
ら
し
い
が
、
督

戦
が
き
び
し
い
の
で
、
な
か
な
か
勇
敢
に
や
る
。
パ
ン
を
与
ふ
る
者
に

忠
実
な
れ
と
い
ふ
の
が
彼
ら
の
信
条
で
、
こ
ち
ら
に
来
る
と
、
こ
ち
ら

に
忠
実
に
な
る
奴
ら
だ
。
味
方
の
陣
地
も
な
る
べ
く
敵
に
く
つ
つ
け
て

作
る
が
よ
い
。�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
253
頁
）



二
二
四

と
あ
り
、「
異
民
族
」
に
も
こ
の
性
質
は
生
か
さ
れ
て
い
る
。

加
美
川
中
尉
は
、
凄
惨
な
戦
況
の
打
開
は
で
き
な
く
と
も
、「
堅
確
に
、
情
熱

的
に
、
い
ひ
得
べ
く
ん
ば
、
真
に
勇
者
と
な
つ
た
」。
そ
し
て
、

彼
は
ひ
と
た
び
立
て
た
志
を
す
て
よ
う
と
は
せ
ず
、
困
惑
と
蹉
跌
と
に

あ
つ
て
、
そ
の
行
動
へ
の
意
欲
は
、
さ
ら
に
燃
え
た
つ
た
。

�

（「
異
民
族
」
390
頁
）

　

加
美
川
は
ど
ん
な
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
よ
う
と
も
、
日
本
軍
の
勝
利
の
た

め
に
戦
う
と
い
う
目
的
に
忠
実
に
な
ろ
う
と
意
欲
を
漲
ら
せ
て
い
た
。
加
美

川
は
、
負
傷
し
て
い
た
が
休
息
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
だ
か
、
そ
ん
な

英
雄
気
取
り
は
ほ
ん
の
つ
か
の
間
だ
っ
た
。
ラ
ン
ザ
ン
に
入
っ
て
、「
村
長
ブ

ン
ジ
ャ
ナ
ン
の
家
の
前
の
広
場
ま
で
来
た
と
き
」、「
巨
大
な
爆
発
音
と
と
も

に
、
加
美
川
中
尉
は
、
は
げ
し
く
地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
。
地
雷
で
あ

つ
た
」。
加
美
川
は
「
背
に
裂
傷
を
う
け
て
、
瞬
時
、
気
を
う
し
な
つ
た
。
苦

痛
で
、
目
ざ
め
た
」。

瀕
死
の
加
美
川
の
眼
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
顔
が
交
錯
し
、
重
な
り
あ
ひ
、

近
づ
き
、
離
れ
て
見
え
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ひ
と
つ
も
日
本
人
の
顔

は
な
か
つ
た
。（
中
略
）
加
美
川
は
、
そ
の
な
か
に
、
村
長
ブ
ン
ジ
ヤ
ナ

ン
、
助
役
ク
ア
ル
ザ
チ
ン
、
教
育
主
任
ブ
ン
コ
ハ
ウ
、
徴
募
課
長
ト
ワ

ル
カ
ム
、
小
隊
長
キ
ヤ
ン
ピ
ウ
、
分
隊
長
タ
ン
コ
リ
ン
、
ト
ン
ザ
ン
酋

長
ポ
ン
ザ
マ
ン
、
そ
れ
か
ら
、
女
の
顔
、
た
し
か
に
、
オ
ン
ギ
ン
の
妹

ニ
ア
ン
ゴ
、
…
…
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
味
方
で
あ
つ
た
こ
れ
ら
の
多
く

の
顔
が
、
狂
暴
な
憎
悪
を
た
ぎ
ら
せ
て
、
自
分
に
殺
到
し
て
く
る
の
を

見
た
。�

（「
異
民
族
」
392
～
393
頁
）

　

加
美
川
が
起
き
れ
な
い
ほ
ど
に
弱
っ
た
状
態
に
な
る
と
、「
嘗
て
白
々
し
い

無
表
情
の
壁
で
あ
つ
た
も
の
が
」、「
団
結
し
て
、
加
美
川
中
尉
の
身
体
に
、

槌
、
鎌
、
棒
、
長バ

ー刀
を
う
ち
か
け
て
ゐ
る
」。
す
な
わ
ち
、
寄
っ
て
た
か
っ
て

チ
ン
族
達
が
加
美
川
に
武
器
を
持
っ
て
襲
い
掛
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
チ

ン
族
達
は
日
本
軍
を
裏
切
っ
て
い
た
。「
加
美
川
は
変
化
し
な
か
つ
た
が
」
チ

ン
族
達
は
英
国
軍
に
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。『
従
軍
手
帖
』
七
月
十
六
日
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

稲
田
中
尉
と
小
野
軍
曹
と
や
つ
て
来
て
、
ま
だ
渡
れ
ず
に
ゐ
た
、
二

日
も
待
つ
た
と
い
ふ
。
三
浦
参
謀
が
行
け
と
い
ふ
の
で
ト
ン
ザ
ン
に
行

く
が
、
戦
況
が
か
う
い
ふ
風
で
あ
る
上
に
、
定
住
せ
ず
し
て
う
ろ
う
ろ

と
工
作
を
し
て
も
効
果
は
上
ら
な
い
、
と
、
な
に
か
釈
然
と
し
な
い
様

子
で
あ
る
。
ポ
ン
ザ
マ
ン
酋
長
が
頭
が
変
に
な
つ
て
、
ふ
ら
ふ
ら
と
敵

側
に
行
つ
た
、
ど
こ
か
ジ
ヤ
ン
グ
ル
の
な
か
に
で
も
ゐ
る
ら
し
い
と
の

こ
と
。
あ
ら
ゆ
る
面
に
困
難
が
倍
加
し
て
来
る
や
う
だ
。
鍵
田
大
尉
に

む
か
つ
て
、
稲
田
中
尉
は
声
を
大
に
し
て
チ
ン
工
作
の
実
情
と
抱
負
と

を
説
い
て
ゐ
る
。
熱
情
に
あ
ふ
れ
た
語
調
だ
が
、
ど
こ
か
焦
燥
の
感
あ
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る
を
感
じ
る
。�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
306
頁
）

五
月
二
十
九
日
に
は
、
日
本
軍
に
ご
馳
走
を
振
舞
い
、
接
待
し
て
い
た
ポ
ン

ザ
マ
ン
酋
長
が
英
軍
に
寝
返
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
異
民
族
」

と
同
様
の
チ
ン
族
達
の
裏
切
り
は
実
際
に
も
横
行
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ

う
し
て
、
加
美
川
は
チ
ン
兵
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
作
品
の
語
り
手

は
次
の
如
く
言
及
す
る
。

　

イ
ン
パ
ー
ル
前
線
の
も
た
ら
し
た
結
果
は
、
海
嘯
に
似
て
ゐ
る
。
チ

ン
丘
陵
全
体
を
掩
ひ
つ
く
し
、
押
し
な
が
す
こ
の
怒
涛
を
、
い
か
に
勇

猛
と
は
い
へ
、
加
美
川
中
尉
が
一
個
の
力
で
、
ど
う
し
て
押
し
か
へ
し

得
よ
う
か
。
壊
滅
し
た
日
本
軍
は
、
印
度
戦
場
を
抛
棄
し
て
、
総
退
却

を
は
じ
め
た
。
決
定
的
な
敗
北
は
、
一
切
を
徒
労
と
化
せ
し
め
た
、
日

本
軍
の
位
置
を
逆
転
さ
せ
た
。�

（「
異
民
族
」
393
頁
）

　

加
美
川
が
い
か
に
、
戦
争
や
軍
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
も
、
日
々
劣
勢
に
な

っ
て
い
く
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を
日
本
軍
に
有
利
に
さ
せ
る
な
ど
、
も
は
や
加

美
川
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
軍
の
敗
北
、
そ
し
て
加
美

川
の
チ
ン
工
作
の
失
敗
は
、
ま
る
で
海
嘯
の
よ
う
な
、
大
き
な
災
害
と
同
じ

だ
っ
た
。
語
り
手
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

国
境
の
民
族
た
る
チ
ン
人
の
協
力
も
裏
切
も
、
思
想
と
は
な
ん
の
関
係

も
な
い
。
正
義
も
、
義
務
も
、
使
命
も
、
理
解
も
、
そ
し
て
、
愛
情
す

ら
も
、
根
底
的
な
も
の
を
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
暴
力
の
脅
威
の
ま
へ

に
、
弱
小
民
族
が
つ
ね
に
い
だ
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

悲
し
さ
と
、
正
直
さ
と
が
、
そ
こ
に
あ
つ
た
だ
け
だ
。
彼
等
に
は
、
勝

利
も
敗
北
も
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
暴
風
と
、
海
嘯
の
な
か
て
、
彼

等
の
方
法
は
、
一
種
の
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
と
な
る
ほ
か
は
な
か
つ
た
。

�

（「
異
民
族
」
393
頁
）

　

チ
ン
族
達
に
は
、「
勝
利
も
敗
北
」
も
本
来
は
関
係
な
い
。
過
激
で
残
酷
で

は
あ
る
が
、
も
は
や
手
段
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
美
川
を
八
つ
裂
き

に
す
る
の
は
、
平
和
を
チ
ン
丘
陵
に
取
り
戻
す
た
め
で
あ
る
。
平
穏
無
事
に
、

小
鳥
や
、
森
林
に
囲
ま
れ
て
、
部
落
を
作
っ
て
生
き
て
い
た
だ
け
で
あ
る
の

に
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
た
め
に
、
日
本
軍
に
無
理
や
り
工
作
さ
れ
て
、
チ

ン
兵
は
利
用
さ
れ
た
だ
け
だ
。
彼
ら
は
「
暴
力
の
脅
威
」
の
た
め
に
、
日
本

軍
に
従
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
加
美
川
の

「
一
切
の
営
為
が
無
へ
の
奉
仕
に
す
ぎ
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
命

を
懸
け
て
日
本
軍
に
忠
実
に
任
務
を
果
た
し
て
い
た
加
美
川
の
軍
人
た
る
姿

は
、
む
な
し
く
、
馬
鹿
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
加
美
川
は
、

彼
は
自
分
の
首
が
斬
り
と
ら
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
疑
は
な
か
つ
た
。

嘗
て
、
チ
ン
人
が
忠
誠
を
示
す
た
め
に
、
白
人
の
首
を
持
つ
て
き
た
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
同
じ
理
由
で
、
自
分
の
首
が
英
軍
の
も
と
へ
持
つ



二
二
六

て
行
か
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
つ
た
。�

（「
異
民
族
」
394
頁
）

先
に
あ
げ
た
火
野
の
五
月
二
十
九
日
の
『
従
軍
手
帖
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

英
人
（English fellow

）
は
自
分
た
ち
を
軽
蔑
し
、
圧
迫
し
、
動
物
視

し
て
、
と
も
に
食
事
を
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
更
に
な
か
つ
た
、

自
分
た
ち
は
こ
こ
に
東
洋
民
族
と
し
て
の
日
本
人
を
身
近
に
感
じ
、
と

も
に
戦
ふ
心
が
、
腹
の
底
か
ら
湧
く
、
勝
利
は
わ
れ
ら
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
疑
ふ
余
地
は
な
い
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
彼
ら
が
お
座
な
り
の
協
力
で
な
い
こ
と
は
信
じ
て
よ
い

で
あ
ら
う
。
ト
ワ
ル
カ
ム
も
そ
の
他
の
者
も
妻
子
持
ち
が
多
い
の
だ
が
、

と
き
に
は
家
に
か
へ
れ
と
い
つ
て
も
、
と
ん
で
も
な
い
、
戦
ひ
が
終
る

ま
で
は
妻
子
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
ふ
さ
う
で
あ
る
。
白
人
の
首
を
と

つ
て
来
る
者
も
あ
る
し
、
勇
敢
に
自
動
短
銃
を
持
つ
て
敵
中
に
と
び
こ

ん
で
行
く
者
も
あ
る
。

�

（『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』
159
～
160
頁
）

チ
ン
族
達
は
、
実
際
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
も
日
本
の
た
め
に
白
人
の
首
を

差
し
出
し
て
い
た
。
加
美
川
は
瀕
死
の
状
態
の
中
、
か
つ
て
自
分
の
盾
と
な

っ
て
死
ん
で
く
れ
た
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
を
思
い
出
す
。

モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
が
、
工
作
隊
へ
の
忠
誠
の
し
る
し
と
し
て
、
白
人
の

首
を
ま
つ
さ
き
に
持
つ
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。
た
し
か
に
、
彼
は
自
分

の
身
が
は
り
に
死
ん
だ
の
だ
。
加
美
川
は
そ
の
こ
と
を
疑
つ
て
ゐ
な
か

つ
た
。（
中
略
）
彼
は
そ
ん
な
に
自
分
を
愛
し
て
ゐ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
、
忠
誠
で
あ
つ
た
の
か
。
生
命
を
以
て
す
る
ほ
ど
。
し
か
し
、
あ
の

と
き
は
、
加
美
川
は
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
が
、
行
軍
の
途
中
、
そ
の
武
者

ぶ
り
を
褒
め
て
や
つ
た
こ
と
で
、
う
れ
し
か
つ
た
の
だ
ら
う
と
考
へ
た
。

人
間
は
ひ
と
つ
の
微
笑
の
た
め
に
も
死
ぬ
の
で
あ
る
。
お
だ
て
ら
れ
れ

ば
、
ど
ん
な
危
険
で
も
を
か
す
。
生
命
と
は
偶
然
に
す
ぎ
ぬ
。

�

（「
異
民
族
」
394
頁
）

　

加
美
川
は
、
チ
ン
族
達
の
「
弱
小
民
族
が
つ
ね
に
い
だ
か
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
悲
し
さ
と
、
正
直
さ
」
を
味
わ
い
な
が
ら
も
、
日
本
軍

の
た
め
に
忠
実
に
死
ん
で
い
っ
た
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
が
浮
か
ん
だ
。
モ
ン
サ

ン
カ
イ
ン
は
加
美
川
を
、
日
本
軍
を
「
愛
し
て
ゐ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
忠

誠
で
あ
つ
た
の
か
。
生
命
を
以
て
す
る
ほ
ど
」
？
。　

加
美
川
の
出
し
た
結
論

は
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
が
死
ん
だ
の
は
、「
愛
情
」
で
も
「
忠
誠
」
で
も
な

く
、
煽
て
ら
れ
て
一
時
嬉
し
く
思
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
単
に
「
偶
然
に
す
ぎ

ぬ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
一
人
加
美
川
の
た
め
に
死
ん
で
く
れ
た

と
思
っ
て
い
た
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
で
す
ら
、
偶
然
の
死
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

や
は
り
加
美
川
が
遂
行
し
続
け
て
い
た
日
本
軍
の
任
務
は
、「
無
」
だ
っ
た
と

再
確
認
す
る
。
先
に
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
の
死
の
個
所
の
『
従
軍
手
帖
』
を
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挙
げ
た
が
、
そ
こ
に
は
、「
ベ
ア
の
た
め
に
死
ぬ
の
は
本
望
だ
、
な
に
も
心
の

こ
り
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
死
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
が
、

「
異
民
族
」
で
は
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
は
何
の
言
葉
も
残
さ
な
い
。
た
だ
死
ぬ

だ
け
で
あ
る
。「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
も
「
生
命
と
は
偶
然
に
す
ぎ
ぬ
」
と
あ
る

が
、
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
の
死
が
、
加
美
川
の
た
め
で
も
日
本
軍
の
た
め
で
も

な
く
、
あ
く
ま
で
、
偶
然
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
す
る
た
め
、
あ
え
て
、

手
帖
で
の
、
彼
の
最
後
の
言
葉
は
作
品
に
は
使
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

加
美
川
は
最
期
、

い
ま
、
こ
こ
に
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン
が
ゐ
た
な
ら
ば
、
ど
う
す
る
で
あ
ら

う
か
。
加
美
川
は
半
唇
を
ひ
ら
い
て
、
苦
笑
し
た
。
き
つ
と
、
皆
と
い

つ
し
よ
に
な
つ
て
、
自
分
を
襲
撃
す
る
だ
ら
う
。
そ
れ
で
、
よ
ろ
し
い

の
だ
。�
（「
異
民
族
」
394
頁
）

と
考
え
た
。
加
美
川
に
は
も
は
や
チ
ン
工
作
と
い
う
日
本
軍
の
任
務
や
日
本

軍
に
対
す
る
忠
誠
心
な
ど
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
人
間
を
無
理
や
り
従
属
さ

せ
る
な
ど
、
最
初
か
ら
到
底
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
モ
ン
サ
ン
カ
イ
ン

が
自
分
を
襲
撃
し
て
も
悲
し
く
も
な
か
っ
た
。
軍
の
命
令
か
ら
解
放
さ
れ
、

よ
う
や
く
、
死
を
目
前
に
し
て
「
し
だ
い
に
、
麻
痺
し
、
意
識
を
喪
失
し
て

ゆ
き
な
が
ら
、
加
美
川
は
眠
る
や
う
な
柔
軟
な
心
情
に
な
つ
て
ゐ
た
」。

蜂
の
巣
の
や
う
に
な
り
、
寸
断
さ
れ
て
ゆ
く
加
美
川
の
死
の
耳
に
、
周

囲
の
騒
擾
が
、
快
い
音
楽
の
や
う
に
き
こ
え
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
、
た
し
か
に
、
あ
の
、
小
鳥
の
交
響
楽
で
あ
つ
た
。

�

（「
異
民
族
」
395
頁
）

加
美
川
は
、
殺
さ
れ
な
が
ら
も
、
戦
争
や
命
令
と
い
う
呪
縛
か
ら
自
由
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
最
期
加
美
川
の
耳
に
は
「
周
囲
の
騒
擾
が
、
快
い

音
楽
の
や
う
に
き
こ
え
は
じ
め
た
。」
す
な
わ
ち
、「
小
鳥
の
交
響
楽
」
が
聞

こ
え
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
田
谷
が
死
ん
で
か
ら
暗
唱
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
加
美
川
は
小
鳥
の
鳴
き
声
を
「
動
か
な
く
な
つ
た
唇
」
で

繰
り
返
し
口
ず
さ
ん
で
い
た
。

　

最
期
、
加
美
川
が
小
鳥
の
交
響
楽
を
口
ず
さ
む
の
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
戦
場
と
な
っ
た
、
印
度
と
ビ
ル
マ
の

国
境
の
地
域
は
、
自
然
豊
か
で
、
時
折
虹
も
か
か
る
。
数
多
く
の
種
類
の
小

鳥
が
生
息
し
、
一
斉
に
鳴
け
ば
ま
る
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
合
唱
の
よ
う
な
、

ま
さ
に
、
絶
景
の
場
所
で
あ
っ
た
。
戦
争
で
浸
食
さ
れ
な
け
れ
ば
、
実
に
の

ど
か
で
平
和
な
場
所
な
の
で
あ
る
。
小
鳥
は
ま
さ
に
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

言
え
る
。
チ
ン
族
達
は
、

直
接
の
戦
争
相
手
た
る
日
本
軍
と
英
軍
と
は
、
ま
つ
た
く
無
関
係
に
、

は
か
ら
ず
も
戦
場
と
な
つ
た
付
近
に
、
昔
か
ら
住
み
着
い
て
ゐ
た
だ
け

の
こ
と
。
普
段
は
放
擲
さ
れ
て
ゐ
た
の
に
、
戦
争
が
は
じ
ま
つ
た
た
め
、

ど
ち
ら
か
に
附
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。�

（「
異
民
族
」
353
頁
）
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だ
が
、「
彼
等
に
は
、
勝
利
も
敗
北
も
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
ひ
と
つ
平
和
へ

の
希
求
が
あ
つ
た
」。
加
美
川
も
、
死
に
直
面
し
、
あ
ら
ゆ
る
無
用
な
呪
縛
か

ら
解
き
放
た
れ
、
平
和
へ
の
思
い
を
強
く
し
、
小
鳥
の
声
を
口
ず
さ
ん
だ
の

で
あ
る
。
何
と
も
悲
惨
で
は
あ
る
が
、
加
美
川
が
平
和
の
本
当
の
意
味
は
、

日
本
の
勝
利
で
も
な
く
、
軍
命
令
を
放
棄
し
戦
争
を
や
め
る
こ
と
だ
と
理
解

し
た
点
に
は
一
抹
の
救
い
が
あ
る
。

　
「
異
民
族
」
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
は
、「
○
殺
人
、
欺
瞞
、
暴
力
、
狡
知
、

策
謀
」
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
こ
れ
は
戦
争
そ
の
も
の
の
世

界
で
あ
る
。
加
美
川
は
死
の
直
前
ま
で
、
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
戦
争
と
命
令
に

忠
実
に
生
き
て
い
た
。
ま
た
、
チ
ン
族
も
最
終
的
に
は
、
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
戦
争
と
は
、
人
間
の
美
し
さ
や
愛
情
を
奪
い

去
る
、
悲
惨
な
も
の
だ
。
作
品
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い

う
戦
争
に
対
す
る
怒
り
の
思
い
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
創
作
ノ
ー

ト
」
は
「
○
正
し
い
死
に
方
と
は
何
か
？　

美
し
い
死
に
方
？　

犬
死
？　

犠

牲
？　

た
れ
が
こ
れ
を
定
め
る
の
か
。」
と
も
あ
る
。
オ
ン
ギ
ン
、
モ
ン
サ
ン

カ
イ
ン
、
加
美
川
、
田
谷
、
わ
ず
か
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
前
半
と
い
う
若
さ

で
、
み
な
尊
厳
を
持
っ
て
安
ら
か
に
死
ぬ
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
人
の

死
を
、
上
官
や
軍
、
国
家
が
操
作
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
。「
○

正
し
い
死
に
方
」「
美
し
い
死
に
方
」
と
は
、
や
は
り
尊
厳
を
持
っ
て
死
ぬ
こ

と
だ
ろ
う
。
い
か
な
る
人
間
も
尊
厳
を
持
っ
て
死
ね
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

作
者
火
野
は
、
戦
争
の
批
判
と
人
間
の
尊
厳
の
問
題
を
「
異
民
族
」
と
い
う

作
品
に
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
作
品
の
最
後
は
、「
ケ
ネ
デ
・
ピ

イ
ク
の
峰
が
青
空
に
そ
び
え
立
つ
て
ゐ
る
。」「
妖
怪
じ
み
た
高
山
の
不
気
味

な
呟
や
き
は
、
一
度
通
つ
た
者
に
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。」
と
い
う
言
葉
で
終

わ
る
。
自
然
は
、
愚
か
な
人
間
の
ち
っ
ぽ
け
な
末
路
を
泰
然
自
若
た
る
姿
で

悠
々
と
俯
瞰
し
、
何
か
を
呟
や
く
。
何
を
呟
い
て
い
る
の
か
。
こ
ん
な
愚
か

な
こ
と
、
す
な
わ
ち
戦
争
と
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
言

葉
か
も
し
れ
な
い
。

終
り
に

　

本
稿
で
は
、
チ
ン
族
工
作
を
命
じ
ら
れ
た
加
美
川
中
尉
は
じ
め
登
場
人
物

の
行
動
や
心
理
描
写
、
作
品
の
語
り
手
の
言
葉
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
、
火

野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
『
従
軍
手
帖
』
と
対
比
さ
せ
て
「
異
民
族
」
を
論

じ
て
来
た
。
戦
争
の
悲
惨
な
実
態
と
、
任
務
に
忠
実
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
人

間
性
を
失
っ
て
い
く
軍
の
中
間
層
の
上
官
、
前
線
で
の
一
兵
士
た
ち
の
姿
、

前
線
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
凄
惨
な
状
況
が
全
く
理
解
で
き
な
い
瀬
川
軍
司

令
官
な
ど
軍
上
層
部
の
見
識
の
な
さ
な
ど
も
作
品
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
チ
ン
兵
達
の
苦
し
み
、
日
本
軍
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
平
和
な

部
落
を
荒
ら
さ
れ
た
原
住
民
の
怒
り
、
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。
原
住
民
達

は
も
と
も
と
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
た
の
に
、
突
如
工
作
員
と
し
て
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
、
穏
や
か
な
日
常
か
ら
「
狡
知
、
策
謀
」
の
入
り
混
じ
る
戦
場
に

引
き
ず
り
出
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
手
段
を
選
ば
な
い
マ
キ
ア
ベ
リ
ズ
ム
に

満
ち
た
人
間
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
、
正
義
と
平
和
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
殺
戮
の
道
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
す
な
わ
ち
「
異
民
族
」
は
戦
争
そ



火
野
葦
平
「
異
民
族
」
論

二
二
九

の
も
の
に
対
す
る
悲
壮
極
ま
る
実
態
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
実
態
を
リ
ア
ル

に
描
く
こ
と
で
、
戦
死
者
へ
の
哀
惜
の
念
や
、
反
戦
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
戦
争
の
、
見
る
も
無
残
な
状
況
を
、
検
閲
も
制
限
も
な
い
中
で
、
自

由
な
立
場
で
描
き
き
っ
た
本
作
は
、
戦
後
だ
か
ら
こ
そ
出
来
う
る
こ
と
で
も

あ
り
、
末
代
ま
で
残
る
戦
争
文
学
の
傑
作
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
1
）	

火
野
葦
平
「
全
ア
ジ
ア
を
文
学
の
美
し
い
鎖
で
」（
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
準
備
委
員

会
編
『
十
四
億
人
の
声
』（
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
日
、
お
り
ぞ
ん
社
）

（
2
）	

磯
部
卓
男
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』（
昭
和
五
十
九
年
六
月
十
五
日
、
磯
部
企
画
）

（
3
）	

『
戦
史
叢
書
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』（
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
十
五
日
、
朝
雲
新
聞

社
）

（
4
）	

２
に
同
じ

（
5
）	

北
九
州
市
立
文
学
館
所
蔵
。
縦
19
・
6
㎝
横
15
・
8
㎝
表
紙
に
「N

ote Book

」

「
ノ
オ
ト
Ⅱ
」「
昭
和
23
年
9
月
起
」
と
記
さ
れ
た
普
通
の
ノ
ー
ト
に
、
多
く
の
作

品
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	

解
璞
「『
小
鳥
の
交
響
楽
』
と
異
民
族
の
言
葉
―
火
野
葦
平
『
異
民
族
』
試

論
」（『
文
藝
と
批
評
』
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
五
日
）

（
7
）	

『
火
野
葦
平
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
日
、
集
英

社
）

（
8
）	

火
野
葦
平
「
後
書
」（『
青
春
と
泥
濘
』
昭
和
二
十
五
年
三
月
一
日
、
六
興
出
版
）

（
9
）	

『
戦
史
叢
書
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』（
同
）「
ビ
ル
マ
作
戦
に
関
す
る
回
顧
録
」（
元

第
十
五
軍
司
令
官　

牟
田
口
廉
也
中
将
の
手
記
）

（
10
）	

『
戦
史
叢
書
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』（
同
）

（
11
）	

右
に
同
じ

（
12
）	

右
に
同
じ

（
13
）	

火
野
葦
平
「
解
説
」（『
火
野
葦
平
選
集
第
二
巻
』（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
三
十

日
、
創
元
社
）

（
14
）	

東
京
都
に
あ
る
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
鈴
ガ
森
刑
場
を
指
し
て
使
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
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三
〇

The study about “different kind race” created  
by Ashihei Hino

―meaningless to war, the desire for peace―

MASUDA Chikako

	 Ashihei Hino’s Different Ethnic Groups is a work depicting native spies 
during the Battle of Imphal. This work derives from Hino’s actual experience 
during the battle. Real people noted in the narrative include individuals 
referred to by their real names, but also others noted by assumed names. 
Here we compare and contrast Hino’s Campaign Diary of the Battle of Imphal 
with Different Ethnic Groups, considering which of the points made overlap 
with the actual battle experience and which do not. Using a creative note-
taking approach, our ultimate goal is to study the themes of the works.

キーワード：�インパール作戦（Battle of Imphal）、火野葦平（Ashihei Hino）、原
住民（Aboriginal people）、平和（peace）


